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は じめ に

ベ トナムでの人的資源管理を効果的に実施す るためには,ベ トナム従業員

の仕事に対す る意識や価値観 などを理解 しなければな らない。そのためには,

ベ トナム人が どのように して人間形成 され たか とい うことを念頭に置いて,

次に挙げた10の 領域か らベ トナム人の意識や価値観 について調査 し,検 証す

る。それ らの領域は,1.勤 労意識2.年 齢意識3.競 争意識4.所

属意識5.家 族意識6.生 活意識7.教 育意識8,起 業意識9.

職 場環境意識10.人 生観 である。

調査方法 としては,日 系企業,外 資系企業,ベ トナム企業で働 いているベ

トナム人従業員へのアンケー ト調査,お よびベ トナム人従業員か らの聞き取

り調査を中心とし,ま たベ トナム人にっいて論 じられている文献研究をも行っ

た。

本調査のフレーム ワー クは,図 表1-1で ある。

本調査の研究 目的は以下である。

第1は,ベ トナムにお ける人的資源管理を最適 に行 うためには,ベ トナム

人従業員の仕事に対する意識や価値観を理解す ることが必要であ り,そ のた

めに彼 らの特性 を見出して実証的に解明する。

第2は,ベ トナム人従業員の仕事に対す る意識や価値観 とい う面か ら考察
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することによって,企 業発展に とって重要視 しているベ トナムの人的資源の

適合性 とその問題点を実証的に解明する。

第3は,ベ トナム人従業員の仕事に対する意識や価値観に関 して,こ れま

であま り研究されてこなかった分野であるが,ベ トナムの経済発展 にとって

必要な人的資源の重要性 を中心 として解明す る。

第4は,ベ トナム人従業員 の仕事に対す る意識や価値観 の特徴 について,

日本人 を含 めて他 の東南アジア人,中 国人,西 洋人な どとも比較 しなが ら,

ベ トナムの人的資源の特徴について解明する。

第5は,ベ トナム人従業員の仕事に対する意識や価値観に関 して,歴 史的 ・

文化的 ・社会的などの側面をも考慮 して,特 に現在の 目まぐる しく変化する

ベ トナムの社会的状況 を鑑みて分析す る。

本調査は,日 系企業,外 資系企業,ベ トナム企業の協力を得て,2001年9

月 にホーチ ミン市で実施 した。調査対象は,合 計9社 のベ トナム人従業員 を

対象 とし,ベ トナム語の調査票に返信用の封筒を添えて,郵 送 してもらった。

合計530の 調査票に対 して,405の 回答数 を得ることができた。 回答率は76.4

%で あったが,回 答数405の 内,84の 回答には性別や年齢 が明記 されていな

い もの,さ らに白紙の回答数が23も あった。従って,分 析可能な321の 回答

を基に してこの調査の分析を した。

図表1-1ベ トナム従業員の仕事や価値観 に関する意識調査のフレーム

ワーク

1.勤 労 意識

2.年 齢 意識

3.競 争 意識

4.所 属意 識

5.家 族 意 識

6.生 活 意 識

(1)意 欲

(1)資 金

(1)昇 給

(1)会 社

(1)継 承

(1)貯 蓄

(2)仕 事 ・家 族

(2)地 位

(2)昇 進

(2)辞 職

(2)社 員 構 成

(2)残 業

(3)個 室

(3)団 体 責任

(3)孝 行

(3)生 活 向上
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321の 回答 の 内訳 は,男 性165,女 性156で あ る。 年 齢別 グル ー プ で は,15-

20歳 が9名,21-25歳 が94名,26-30歳 が90名,31-35歳 が51名,36-40歳

が41名,41-50歳 が30名,51歳 以 上 が6名 で あ る。 な お,51歳 以 上 とな っ て

い る年 齢 層 は,実 際51歳 か ら55歳 ま で の年 齢 層 で あ る。

56歳 か ら60歳 ま で の 回答 者 が な か っ た た め,そ の年 齢 層 のサ ンプル を収 集

で き な かった。 その主 な理 由は,ベ トナ ム の 労働 力 は若 い 世 代 の 人々が 中心

となってい るた め,会 社 で働 く41歳 以 上 の従 業 員 は 比 較 的 に少 な く,日 本 の

労働 力 とは対 照 的 で あ る。 それ ゆえ,40代 以 降 の従 業 員 の意 識 つ い て は詳 細

に 見 る ことが難 しい よ うであ るが,そ の代 わ り20代 前 半 と後 半 の 男 女 の従 業

員 か らの 回答 は多 く,全 体 の57.8%を 占め る こ とに な っ た。

以 下 で,本 調 査 の 結 果 に つ い て 考 察 す る。

第1節 勤労意識

ベ トナムで操業 している日系企業や欧米系企業の社長及び人事担当者な ど

から,ベ トナム従業員の勤勉 さを企業訪問 して行ったインタビューでよく耳

に した。 この節では,ベ トナム従業員の勤労意識を調べるために,仕 事に対

す る意欲,ま た仕事 と家族の関係についてみてみ よう。

(1)意 欲

勤労意識 を支 えるためには,従 業員 の仕事に対す る意欲が不可欠である。

っま り,仕 事への意欲の高 さが勤労意識 に反映す るため,人 的資源管理にお

いて従業員のモチベ ーションを効果的に高めるためには,そ の根底 となる意

欲 を重要視 しなけれ ばならない。それで,ベ トナム従業員の仕事に対す る意

欲 を調べたのが図表1-1-1で ある。

男女別 と合計 を表 した図表1-1-1よ り 「今の仕事に意欲 を持って熱心に

取 り組んでいますか」 とい う質問に対する合計結果は,「 全 くそ う思 う1に
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回答 した従業員207人(65.3%)が 最 も多かった。 「ほぼそ う思 う」に回答 し

た68人(21.5%)を 含めると,そ う思 うと回答 した従業員は,全 体の86.8%に

達す るのである。 この結果 よ りベ トナム従業員の仕事に対す る 「意欲」が高

い ことが分かった。

以上の調査結果 について考察 してみ よう。

ベ トナム従業員の仕事に対する意欲が非常に高いとい う結果が出た理由は,

ベ トナムの文化 ・社会 ・経済などの背景が重な り合って影響 を与えた結果 ,

ベ トナム人に勤労意識をもた らしたことにっいて異論はないであろ う。特に,

意欲 とい う精神的な力 をどのように してベ トナム人が育んでいったのか,一

概には言えない。幸いベ トナム従業員の意欲 が高いことが回答結果 より見出

せたのであるが,そ の源泉を第1節 か ら第10節 までの設問を通 して解明する

ことによっておのず と導き出せ るのではないだろ うか。

全体的にベ トナム従業員の仕事に対す る意欲 は,非 常に高い とい うことが

本調査より見い出せた。従って,ベ トナム従業員の意欲が高いとい うことは,

人的資源の中核 を成すのに必要な要素を内在 しているといえるよ うだ。

図表1w-1:意 欲

今 の 仕 事 に意 欲 を持 って 熱 心 に取 り組 んで います か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
106
(65.4%)

101
(65.2%)

207
(65.3%)

B ほ ぼ そ う 思 う
37
(22.3%)

31

(20.0%)
68
(21.5%)

c あま りそ う思わない
13
Cs.o%)

8

{5.2%)
21
s.s%}

D 全 くそ う思 わ ない
3

(1.9%)
3
1.9%)

6

(1.9%}

E 分 か ら な い
3
(1.9%)

12
(7.7%)

15
(4.7%}

合 計
162
(100.0%)

155

(100.0%)

317

0.00.0%}
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(2)仕 事 ・家 族

日本 で は,高 度 成 長 時 代 に家 庭 を顧 み ず,会 社 の た め に一 生 懸 命 に 仕 事 を

した従 業員 を賞賛 した ところが あった。ベ トナ ムでは,仕 事 と家 族 の 関係 に

つ い て どの よ うに考 え られてい るのか興味深 い ところであ る。ベ トナム従 業

員 に 「自分の家族 を多少 犠牲 に して も,会 社 の仕 事 に全 力 を尽 くす べ き だ と

思 いますか」 とい う質問 を設 け,そ の 質 問 に対 す る回 答 結 果 が 図 表1-1-2

で あ る。

図表1-1-2に よっ て 表 され た 男 女 別 と合 計 の結果 よ り 「全 くそ う思 う」

と回答 した従 業員 が103人(32.3%)で,そ れ に 「ほ ぼ そ う思 う」 と回答 し

た91人(28.5%)を 加 え る と,そ う思 う と回 答 した 従 業 員 は194人(60.8%)に

な っ た 。 反 対 に 「全 くそ う思 わ ない」 と 「あま りそ う思 わない」に回答 した

従 業員 がそれ ぞれ25人(7.8%)と72人(22.6%)し か な く,合 計 して も97人

(30.4%)の 従 業 員 が そ う思 わ な い と回答 した結果 となっ た。 男 女別 にみ て

も,そ う思 うと回答 した 男性 は62.0%と な って お り,女 性 の 回答 した59.6%よ

り若 干 高 か っ た。

以 上 の 調 査 結 果 を考察 してみ よ う。

ベ トナ ム人 は,個 人 主 義 的傾 向 が 強 い た めs日 本 の 従 業 員 の よ うに家 族 を

犠 牲 に してまで会社 の仕事 に全力 を尽 くす のか疑 問で あった。 しか し,日 系

企 業 や 外 資 系企 業 か らベ トナ ム従 業員 は,勤 勉 で あ る とい う評 価 を得 て い る

の は事実 であ る。 そ の上,本 調 査 の 質 問 に対 して ベ トナ ム従 業員 の6割 強 は

そ う思 うと回答 してお り,そ う思 わ な い と回 答 した割 合 が3割 しか な か っ た

た め,家 族 よ り仕 事 を優 先 して い る よ うだ。

そ の主 な理 由 として挙 げ られ るの は,や は り経 済 的 な理 由で はな い だ ろ う

か。ベ トナム経済 は}ド イ モ イ 政 策 後,特 に1992年 頃 か ら外 国投 資 の 増 加 に

よ っ て急 速 に発 展 して きたが,1997年 の 東 南 ア ジア の 通 貨 危 機 後,外 国 投 資

が 減 少 した。 そ の 後,外 国 投 資 は増加 傾 向 を 示 してい るので,ベ トナ ム経 済

は回 復 して い る よ うに見 えた。 しか し,2003年 に 世 界 中 に伝 染 した 新 型 急 性
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肺炎がベ トナムでも発見 されたため,ベ トナムのサービス業,特 に観光業は

多大な影響を受 けたのである。

現在,ベ トナムの経済状態が良い方向に向かっているとい うものの,ま だ

まだ失業率の高いベ トナムでは,厳 しい生活状態が続いているのが現状であ

る。そのため,ベ トナム人は第一に家族の生活を守るとい うことで,仕 事 に

専念 しなければならない。特に,既 婚のベ トナム男性が失業 した場合,そ の

ことが離婚の誘 因になって家庭崩壊につなが りかねないのがベ トナムの現状

である。実際 日本でも離婚率が上昇 しているよ うに,ベ トナムの離婚率 も

増加傾向になってい る。

次に,年 齢別 における男性の回答結果によると,男 性は年齢層が上がるに

つれて仕事を優先 してお り,特 に31歳 以上の年齢層では顕著である。一般的

に31歳 以上の年齢層 では既婚者が多いため,一 家の主人 として家族の生活を

維持するために仕事を優先 しなければならないのであろ う。

ベ トナムの習慣 によると,女 性が直接的に家族の世話をす ることになって

お り,男 性 より負担がかかるのは当然であろ う。そのため。男性 より会社の

仕事に対 して優先する程度が若干低い結果 となった。 しか しなが ら男女を含

めて全体的には,や は りベ トナム従業員は真剣に仕事 をい うものを捉 えてお

り,そ のため家族よ り会社の仕事 を優先 しているので勤労意識が高いようだ。

図表1-1-2:仕 事 ・家 族

自分 の家 族 を 多少 犠 牲 に して も,会 社 の 仕 事 に全 力 を尽 くす べ き だ と思い

ます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
58

(35.6%)
45
(28.8%)

103
(32.3%)

B ほ ぼ そ う 思 う
43
(26.4%}

48
(30.8%)

91
(28.5%)

C あまりそ う思わない
36

×22.1%)

36
(23.1%}

72
(22.6%)
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D 全 くそ う思 わ な い
14
g.s%)

11

(7.1%)

25
7.s%)

E 分 か ら な い
12

(7.4%)

16
(10.3%)

28
{s.s%)

合 計
lfi3
(100.0%)

X56
(100.0%)

319
(100.0%)

第2節 年功意識

ベ トナムでは,人 間関係を構築するために年齢 とい うものが重要視 されて

お り,特 に年輩者 に対 して敬意 を表 し,な おかつ年輩者を大切 に扱っている

社会である。そのため,年 輩者 にとっては住み心地の良い国のよ うだ。 しか

し,こ のような話は一般社会や家族 とい う利害関係 のない場合であって,実

際に会社内で年輩者が優位 に立たせてもらえるのだろ うか,疑 問に思 う。 こ

の節では,賃 金 と地位に関 してベ トナム従業員の年齢意識が どのように働い

ているのか調べてみよ う。

(1)賃 金

ベ トナ ム従 業 員 の 賃 金 に対 す る年 齢意識 につ いて調べ たのが図表1-2-1

で あ る。 「同 じ仕 事 を して い て も,年 齢 が 高 けれ ば 高 い 賃 金 を も ら うの は当

然 で ある と思 いますか」 とい う質問 に対す る回答 をみてみ る と,男 女 別 と合

計 を表 した 図表1-2-1よ り 「全 くそ う思 わ な い 」 と回答 した従業員 が179

人(58.9%)と な っ て お り,過 半 数 を 占 め た 。 そ して,「 あ ま りそ う思 わ な

い 」74人(24.3%)を 含 め る と,そ う思 わ な い と回答 した 割 合 が253人(83.2

%)に 達 して い る。 男 女 別 で 比 較 す る と,そ う思 わ ない と回答 した男 性 は81.

0%,女 性 で は85.7%と い う高 い 結 果 に な っ て い る。

以 上 の調査 結果 につ いて考察 してみ よ う。

日本や 欧米な ど先進 国の人 に とって も賃金 は大切 なものであ るが,現 在 の

一般 的 なベ トナ ム 人 の 生 活 と比べ てみ ると多少の違いがあ る。既婚者 の場合,

ベトナム従業員の仕事・価値観 に対する意識調査(1)151



賃金を基本的に夫婦 と子供のために使 うのであるか ら,そ れほ ど使い方に違

いはないであろ う。 しか し,未 婚者の場合,自 分 自身のためだけではなく,

両親や兄弟姉妹のために働いているベ トナム人がほとん どで,そ のため事情

がかな り違 うよ うだ。

ベ トナムは発展途上国であ り,生 活状態が貧 しい とい う理由が多々あるか

もしれないが,現 実問題 として自分の稼いだ給料の大半を両親や兄弟姉妹の

ために渡 しているベ トナム人が非常に多いのが現実である。そ うい うわけで,

ベ トナム人は賃金に関 して,よ りシビアな考え方 をしているのは当然である

といえよ う。

ベ トナム従業員にとって年齢 と賃金についての相関関係が成 り立ちにくい

のは,文 化的な背景 と制度的な理 由があるか らではないだろ うか。最初 に,

文化的な背景を挙げてみると,ベ トナム人は,人 間関係 を築いてい くのに年

齢 を大事 にしているとい うことである。ベ トナム語で相手に話 しかけるとき,

自分の年齢を基準にして相手の年齢 によって呼称1)が 違 って くるのはそのた

めである。

卑近な例を挙げてみよ う。ベ トナムの レス トランでの話であるが,中 年の

女性がお客 として入った ところ,レ ス トランのウエーターはTそ のベ トナム

女性に対 して 「バーオーイ」 と言って注文を取ろ うとした。注文を取 り終わっ

てそのウエーターが立ち去った後,そ の女性が不機嫌そ うに不満を漏 らした。

その不満 を聞いたところ,そ の ウエーターが 「バーオーイ」 と呼び掛 けたこ

とであった。

ベ トナム語では,呼 び掛 ける相手によって呼称が変わるとい うことは一般

的に知 られている。バーオーイ とは,年 輩の女性に呼び掛 ける言葉であるか

ら間違いではないよ うであるが,実 は,年 輩者だけではなく既婚者に使 う言

葉でもある。だか ら,そ の女性が言 うには,私 は独身であ り,そ のウエーター

はお客のことを何 も知 らないのだか ら,こ の場合,「 コーオーイ」 と言 うべ

きであるとの説明をしたのであった。
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一般 的 に
,「 コー オ ー イ 」 は 若 い 女性 を 呼 ぶ とき に使 われ るので あるが,

未 婚 者 や 独 身 者 に対 して も使 う言 葉 である。 また,若 い 女 性 や 同輩 の 女性 に

対 して は,「 チー オ ー イ 」 と呼 び,見 るか らに若 い女 性 に対 して は,「 エ ム オー

イ 」 と呼 ん で い る。 通 常,友 達 や 親 しい 女性 に は名 前 の後 に 「オ ーイ」 と付

けて呼ん でい る。 も し,外 国人 の 中年 の 女性 に対 して 「バーオー イ」 と言 っ

て もさほ ど問題 にはな らなかっただ ろ う。 しか し,こ の 場合J相 手 が ベ トナ

ム女 性 で あ っ た た め,そ の ウエ ー ター が お 客 に対 して も う少 し心配 りが必要

だった こ とは間違 いない よ うだ。

私 見で あ るが,も し私 が 「オ ー ンオ イ 」 と呼 ばれ た ら問題 が ないが,「 タ

ンオ ー イ 」 と呼 ばれ た ら怒 る とか,相 手 に対 して は っ き り言 うべ きで ある と

思ってい る。そ の理 由は,通 常 「オ ー ンオイ 」 は年 輩者 に使 う言葉 であるが,

重 要 人 物 や 尊 敬 して い る相 手 に も使 う言葉 であ るか らで あ る。

例 えば ビジネ ス の場合 な ど,仮 にベ トナ ム 人 の 方 が 年 長 者 で,仕 事 上 の相

手 の 方 が年 少 者 で あ っ た として も,教 養 あ るベ トナ ム人 と して相 手 に敬意 を

表す とい うこ とで 「オー ンオイ」 と呼 ばなけれ ばそのベ トナム人 の人格 を疑

うと親 しいベ トナム人の友人 が話 して くれた。加 えて言 うな らば,「 タ ンオ ー

イ 」 は,自 分 よ り相 手 が劣 っ て い る とか,見 下 げ た言 い方 で あ り,軽 蔑 した

言 い 方 だ か らで あ る。

ベ トナ ムの友人 か ら聞いた話で あるが,我 が 子 を叱 っ た とき,10歳 の 息

子 が 「タ ンオー イ と呼 ば な い で くだ さい」 と親 に文句 した との こ とであった。

つ ま り,「 タ ンオ ー イ 」 とは,ベ トナ ム 人 の 子 供 で も嫌 が る言 葉 であ る。 可

能性 が少 ない とい え ども,も し 「タ ンオ ー イ 」 と呼 ばれ た ら,は っ き りと相

手 に言 うつ も りだ 。

上 述 した よ うに,ベ トナ ム 人 は,人 と接 す る とき 自分 を基 準 と して相手 の

年齢 に対 して呼称 を使 い分 けるだけではな く,相 手 も使 われ 方 に対 して 自分

自身 が どの よ うに扱 われ てい るのか模 索 してい るのである。敷術 すれ ば,ベ

トナ ム人 は,話 し相 手 を見 な が ら相 手 の能 力 を探 ってお り,相 手 が 如 何 な る
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人物であるか値踏みをしている。そのため,ベ トナム人はしたたかであると

言われ る由縁であろ う。

このような文化的背景を基に して生活 してい るベ トナム人は,人 によって

程度の差があるにせ よ,常 に自分 を基準に して相手の能力や人格を判断 して

いるのだか ら,ま して仕事に関係 していることな ら,な お さら相手をよく観

察 しているであろう。それゆえ,年 齢 と賃金 との相関関係 に対 して否定的な

回答結果が多かったのである。っま り,ベ トナム人は年齢 と賃金 との関係 よ

りも,能 力 と賃金 との関係 によって高い賃金を得 ることを考えているか らで

あろ う。

次に,制 度的な理由についてみてみ よう。

ベ トナムでは,現 在,従 業員 に対 して職務給 を基にした賃金体系になって

いる。法律上,国 営企業の労働者 に対 して最低労働賃金が定められてい るよ

うに,外 資系企業で働 く労働者の最低労働賃金 も決められている。但 し,外

資系企業におけるハノイ市やホーチ ミン市の最低労働賃金 とその他の地域で

は最低労働賃金が異なっているが,業 種別賃金等級及び賃金表によって賃金

体系が規定されている。

ある 日系企業の聞き取 り調査を例に取ってみ ると,そ の工場では,縫 製に

必要な多 くの女性従業員を抱えてお り,入 社時の賃金は基本的には同 じであ

るが,入 社 して1年 もすれば査定があ り,個 人差があるものの昇給が行われ

る。採用年齢にある程度の年齢制限を設 けてい るが,多 少の年齢が違ってい

ても基本的には同 じ賃金を支給 している。つま り。新入社員 とその前に入社

した従業員 との給料の差は昇給部分の違いがあるだけで,基 本的には同等の

賃金であるとい うことであった。

法律上,外 国企業は,ベ トナム企業の業種別賃金等級及び賃金表を基に し

て 自社の賃金体系を作成 しなければならない。実際,日 本の賃金体系 も変化

してきているので一概にはいえないが,そ れでも 日本の従業員のよ うに年齢

が高 くなれば若 い従業員 よ り賃金が高 くて当然であるとい うよ うな意識は,
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ベ トナム従業員 には少ない とい うことである。従 って,年 齢 と賃金について

の関係 をそれほ ど重要に考えていないよ うだ。

図表1-2-1:賃 金

同 じ仕 事 を して い て も,年 齢 が 高 け れ ば 高 い 賃 金 を も ら うのは当然 であ る

と思い ます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
9
(5.7%)

3
(2.1%}

12
(3.9%)

B ほ ぼ そ う 思 う
7

(4.4%}

7
(4.8%}

14

(4.6%)

C あま りそ う思わない
31
(19.6%)

43

(29.5%)

74
(24.3%)

D 全 くそ う思 わ な い
97
(61,4%)

82
(56.Z%)

179
{58.9%)

E 分 か ら な い
14
(8.9%)

11
(7.5%)

25
{8.2%}

合 計
158
(00.0%)

146

(100.0%}

304

(100.0%}

(2)地 位

ベ トナ ム社 会 で は,現 在 で も年 功 的 序 列 が 存 在 してお り,ま た 年 齢 に付 随

す る経 験 も重 要視 され てい るた め,年 齢 とい うもの が ま だ ま だ 重 ん じられ て

い る。 それ ゆえ,職 場 で の年 齢 と地 位 の 関係 にお いて,ベ トナ ム従 業 員 は ど

の よ うに 考 えてい るのであ ろ うか。 その関係 の程度 を調 べたのが図表1w2-

2で あ る。

男 女 別 と合 計 を表 して い る図表4-2-2よ り 「仕 事 をす る能 力 が 同 じで も,

年 齢 が 高 けれ ば 自分 よ り高 い 地位 にいて も我慢 できる と思い ます か」 とい う

質 問に対す る回答 で,最 も多 か っ た の は 「全 くそ う思 わない」89人(29.1%),

以 下,「あ ま りそ う思 わ ない 」72人(23.5%),「 ほ ぼ そ う思 う」70人(22.9%),

「全 くそ う思 う」49人(16.0%),「 分 か らな い」26人(8.5%)と い う順 に な っ

て い る。

そ れ で,「 全 くそ う思 わ な い 」 と 「あま りそ う思 わない 」の合計 の割合 は
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52.6%と な り,そ う思わない と回答 した結果が過半数を少 し上回った程度に

なった。反対に 「全 くそ う思 う」 と 「ほぼそ う思 う」に回答 した合計の結果

は38.9%の ため,お よそ4割 近 くを占めたことになる。 また,男 女別の回答

結果 と合計結果 と比較 したが,ほ とんど同 じような結果 となってお り差異が

なかった。

以上の調査結果について考察 してみよ う。

仕事をする能力が同じ場合,年 齢が高い とい うだけで高い地位 を得ている

ことについて反対意識を持っているベ トナム従業員が過半数を占めているが,

予想 した以上に低い回答結果であった。その結果を裏付 けるよ うに4割 弱の

従業員 は,反 対意識が弱いよ うである。特に,36歳 か ら40歳 までの年齢層 と

51歳 以上の年齢層 において,そ う思 うと回答 した割合がそ う思わないと回答

した割合 を上回っていた。

多分,36歳 か ら40歳 までの年齢層 において,特 に女性は,ベ トナム戦争後,

幼年期か ら十代前半を迎えた世代であるため,社 会情勢の変化 を最 も強 く影

響 を受けたのかもしれない。それゆえ,こ の年齢層は,現 状に対 してよ り忍

耐強 く肯定的であるのだろ う。 とにかく,一 般的にベ トナム従業員が年齢 と

職場の地位に対 して抵抗意識が高 くないのは,家 族の中では家父長制を守 り,

また社会においては年功的序列があるよ うに,文 化的要素が今 もなお受け継

がれているためであろ う。

また,51歳 以上の年齢層 の従業員では,肯 定的意識が強いのは現実を受け

止 めることができる年齢に達 したのではないだろ うか。前項の賃金の ところ

でも見 られた よ うに,こ の年齢層になると自分 自身の地位 に関 して納得 し,

会社内における環境に順応することが定年まで勤め上げることを容易にさせ

ることを理解 しているのであろ う。

ドイモイ政策後,海 外か らベ トナムへの直接投資が盛んにな り,近 年 ビジ

ネス界では年配者 より若いエグゼクティブが頭角を現 している。現在,ベ ト

ナムにとって重要なことは,年 齢 よ り経験,つ ま りビジネス経験 を含 めた専
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門的経営能力を備えた者が必要 とされ る時代を迎えているとい うことである。

しか し,ベ トナム人の意識が社会の変化 ほど急激に変われ るものでもな く,

また影響を受けたからといってすぐさま変化 し難い環境にあるのかもしれない。

現実問題 として,ベ トナム従業員か ら能力がさほどな くて も自分よ り高い

地位 に就いている上司がいる話 を耳に した ことがある。そのため,ベ トナム

従業員は,絶 えず能力 と地位 について考えているよ うだ。 しか し,能 力だけ

で高い地位 に就 くことは現実的には非常に難 しい状況であ り,現 在,民 間企

業が増加 しているとい うものの,ま だまだベ トナムでは実力で企業を起 こし

た り昇進 した りするのが難 しい社会的環境にあるよ うだ。

例えば,国 営企業の会長 ・社長か らのコネでその企業の高い地位に就いた

幹部,ま た外国企業の合弁相手 として,ベ トナム企業側の代表 として着任 し

た取締役な ど種 々様々である。 まして民間企業の場合は,家 族的経営意識が

強いため家族の構成員が高い地位 に就 くのは当然のことである。

っま り,こ のような社会的環境を理解 しているか らこそベ トナム従業員は,

年齢 と地位に対す る抵抗意識が思ったほど高くないのであろ う。だか らといっ

てこのよ うな状態が続 くわけで もなく,こ の移 り変わ りの激 しいビジネス世

界において,近 い将来,従 業員のこのような意識が必ず変化するのは間違い

ないであろ う。そ うい うわけで,適 切な人的資源管理がよ り重要視 され るべ

きである。

結局,職 場の地位 を決定的にす るのは,確 かにある程度の経験や年齢 を必

要 としていることには間違いないが,そ の地位 に見合 った職務能力 を持たな

ければ職場の地位 を維持することは難 しいであろ う。その上,国 際的な大競

争時代に企業 として生き抜き,さ らに発展 していくためには,企 業の トップ

としての上司像を探 ることも大切なことである。人的資源管理 とい う立場か

らみてみると,ベ トナム従業員が どの ような上司を望んでいるのか,第9節

の職場環境意識における上司像の ところで述べてみよう。
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図表1-2-2:地 位

仕事をする能力が同 じで も,年 齢が高ければ自分 より高い地位 にいても我

慢できると思いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
29
(1s2%)

20
(13.6%)

49
(16.0%)

B ほ ぼ そ う 思 う
34
(21.4%)

36

(24.5%)

70

(22.9%)

C あま りそ う思わない
38
(23.9%)

34
(23.1%}

72
(23.5%)

D 全 くそ う思 わ な い
47

(29.6%}

42

(28.6%}

89

(29.1%}

E 分 か ら な い
11

(6.9%)
15

(10.2%}
26
(8.5%)

合 計
159

(loo.o%)
147
(100.0%)

306

(100.0%)

第3節 競争意識

ベ トナムでの企業訪問において,日 系企業,欧 米系企業,ベ トナム企業の

社長や管理者 よりベ トナム従業員は優秀であるとい う話を良く聞か された。

ところが,ベ トナム従業員 は他の従業員に対 して,仕 事 に関する競争心が高

い とい う話を聞いたことがない。それゆえこの節では,ベ トナム従業員の競

争意識 を解明するために,昇 給,昇 進,個 室についての質問事項か ら調べて

み よう。

(1)昇 給

従業員に とって嬉 しいことは昇給であ り,ま た人的資源管理 において従業

員の仕事に対するモテ ィベ ーシ ョンを高める1つ の管理方法が昇給である。

それゆえ,昇 給に対する従業員の反応は敏感 であるため,「 昇給 に対 して他

の同僚 と比べて公平に扱われていない と思った ら,上 司にその理由を聞きま

すか」 とい う質問を設 けた。そ して,そ の回答結果が図表1-3-1で ある。
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図表1-3-1に おける男女別 と合計の結果をみてみると,一 番多かったの

は 「あま りそ う思わない」 と回答 した114人(36.7%),そ の次が 「全 くそ う

思 う」81人(26.0%)と なってお り,前 者 に 「全 くそ う思わない」54人(17.4

%)を 含めると,思 わないと回答 した割合が過半数の54.1%に なる。そ して,

後者 に「ほぼそ う思 う」43人(13.8%)を 含 めても39.8%と い う4割 弱である。

従 って,積 極的に上司にその理由を聞 く従業員は,4割 程度 しかな く,過 半

数の従業員が消極的でその理由を上司に聞かない傾向があるようだ。

以上の調査結果について考察 してみよ う。

現実にベ トナム人の競争心が発揮 されるのは,例 えば,空 港の国内線 カウ

ンターで順番を待たず,我 先に割 り込んで他の人 より早 くチェックイン しよ

うとす るベ トナム人を見かけた時などである。ベ トナムの経済がもっと豊か

になれば,こ のよ うな光景 も少な くなるのが 自然であ り,実 際に10年 前 と

今ではこのよ うな競争心は随分減ってきている。

もちろん,ベ トナム人が企業の中で競争意識 を強 く持っているのかどうか

は別問題であるが,人 的資源管理において従業員の競争意識 を探 ることが,

結果的には最適な管理方法を見出す ことにつながることには間違いないであ

ろ う。それで,ベ トナム従業員が昇給に関 して どのような行動を取 るのかみ

てみよう。

ある合弁会社で毎年行われている従業員の査定をしたとき,出 勤時間に度々

遅刻 して許容範囲を超 えた者,決 め られた昼食時間内に会社へ戻 らず,か な

り遅れて戻る常習者な ど,問 題あ りと思われる従業員の給料アップ率を他の

従業員のアップ率 より低 くしたとい うことがあった。それで,そ の対象者 と

なった女性従業員数名 は,低 率ア ップの決定に不満をもっていたため,一 時

的に無言であったそ うだが,最 終的には上司にその理 由を聞き,そ の後で 自

己弁護 したそ うだ。結局,会 社の決定に従わ ざるを得なかったが,し ば らく

の間,気 に留めていた とのことである。

一般的に
,ベ トナム従業員は,昇 給に対 して他の同僚 と比較 して公平に扱
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われていない と感 じても,よ ほどのことがない限 り上司に対 してその理由を

聞きたが らない傾向が強い とい うことになる。 ま じめで働き者の多いベ トナ

ムでは,従 業員が昇給のことについて上司に聞 くことをはばかるのか もしれ

ない。つま り,思 慮深 く誇 り高いベ トナム人 にとってそのようなことを聞く

のが難 しいのではないだろ うか。そんなシャイな性格があるゆえに,昇 給に

関 してこのような回答結果が表れたよ うだ。

但 し,あ る日系企業において,昇 給後 会社の幹部が特定の幹部 と比べて

自分の方が能力的に勝ってお りsた とえ地位の違いが存在 していても過去の

賃金の格差に比べれば,現 在の格差は妥当ではない と主張する幹部がいた と

のことであった。確かにこのようなことはまれであるが,如 何にベ トナム人

が仕事に関する能力に対 して競争意識があるか とい うことを表 した例である。

この会社 の幹部は女性であったそ うだ。

図表1-3-1:昇 給

昇給に対 して他の同僚 と比べて公平に扱われていない と思った ら,上 司に

その理 由を聞きますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
35
{22.0%}

46

(30.3%)

81

CZS.o%)

B ほ ぼ そ う 思 う
21

{13.2%)

22

{14.5%}

43

(13.8%}

C あま りそ う思わない
63
(39.6%}

51
(33.6%}

114
(36.7%}

D 全 くそ う思 わ な い
32
(20.1%)

22

×14.5%)

54
{17.4%)

E 分 か ら な い
8
(5.0%}

11
(7.2%)

19

(6.1%)

合 計
X59
(100.0%)

152
(100.0%)

311
(loo.o%)

(2)昇 進

ベ トナム従業員に限 らず,世 の中のほとんどの従業員 は,昇 進 したい とい

う意識 を持 ち合わせてお り,そ の意識の強 さが競争意識 を生み出すのではな
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いだろ うか。従業員が昇進 して高い給料を得たい とい う願望が強ければ強い

ほど,会 社を成長 させ る原動力になるであろ う。会社が発展すればその会社

の関連産業も発展できることは明 白であ り,逆 に言 うと,会 社が発展するた

めには従業員の競争意識が重要である。

昇進に対するベ トナム従業員の競争意識を調べたのが図表1-3-2で ある。

質問項 目である 「昇進に対 して他の同僚よ り後れて しまった ら,努 力 して追

い付 こうと思いますか」 とい う回答結果について,男 女別 と合計を示 してい

る図表1-3-2に ついてみてみよ う。 「全 くそ う思 う」 と回答 した従業員が

172人(55.8%),「 ほぼそ う思 う」に回答 した従業員が66人(21.4%)と なって

お り,そ う思 うと回答 した従業員の合計が238人(77,2%)で あった。

反対に,「 全 くそ う思わない」と「ほぼそ う思わない」に回答 した従業員 を

合わせて も56人(18.2%)し かな く,お よそ8割 近い従業員は,昇 進に対 し

て高い競争意識を持 っていることが分かった。男女別の回答結果でも,そ う

思 うと回答 した男性が76.6%,女 性が78.0%を 占めてお り,男 女間にはほと

んど差がなく,ベ トナム従業員の昇進に対する意識の高 さが表れたのである。

以上の調査結果 について考察 してみ よう。

先述 した昇給の項では,過 半数のベ トナム従業員がそ う思わない と回答 し

たため,競 争意識が高い とはいえない ようであった。 しか し実際には,ベ ト

ナム従業員が金銭 に対 して控え 目で,は にかみやすい気質を有す るため,あ

のよ うな結果をもた らしたのであろ う。 しか し,こ の項における昇進の回答

結果からベ トナム人の競争意識が高い ことが解明されたよ うである。

ベ トナム従業員の男女 を含 めた回答結果で77.2%と い う高い数値を示 した

よ うに,ベ トナム従業員は,昇 進 に関 して同僚に遅れない よう努力 して追い

付こうとする競争意識 を常 日頃か ら持ち合わせて仕事をしているようだ。従っ

て,自 然 と競争意識 とい うものが身についてお り,結 果的には会社の発展に

必要な人的資源の要素を内在 しているとい うことになる。 もっと具体的に言

えば,こ の項の質問事項にあるよ うに同僚に遅れないよ う努力す るとい う意
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識が,ベ トナム人の向学心に刺激 を与えている。会社の同僚に遅れないよ う

に努力するとい うことは,ひ いてはベ トナム社会における新 しい時代に後れ

ないよ うにしているとも受け取れ る。

実際,ベ トナム従業員は,仕 事が終わってか ら夜間大学へ行 く者,語 学学

校に行 く者,ま たはパ ソコン講座に行 く者 など,若 い世代の人に混 じって勉

強 している従業員 も多いのである。特に,若 い世代の従業員は,専 門知識や

語学力 を高めて昇進の機会を確実に したい とか,転 職す るときに有利な条件

に したい とか,将 来のことを考えて自分の知識を広げ能力 を開花 させ るため

に勉強 しているよ うだ。

余談であるが,あ る会社で新入社員が必要な とき,新 聞な どに募集するほ

どのことでもないので,会 社の幹部が上述 したよ うな学校に行 ってs自 分の

習っているクラスの中から優秀な学生に 目を付けて 自分の働いている会社に

就職 させた例があった。そのため一時,ベ トナムでは良い人材 をこのよ うに

して見つけ出 して採用す るといった方法がささやかれた こともあった。

とにか くベ トナム人は向学心が高い とい うことか ら,近 年,ア メ リカ,イ

ギ リス,オ ース トラリアなどの大学がベ トナムへ進出 して,例 えばMBAコ ー

スな どを開設 して,修 了後,学 位 を授 けている。 このよ うなコースは,受 講

生が履修 しやすいように,夜 間とか週末に集中 して講義を行ってお り,特 に

受講生には会社の幹部が非常に多い とい う特徴がある。たぶん,キ ャリア形

成のために学んでいることは間違いないであろ う。

このよ うに して,個 人差があるものの仕事を終えた後,自 分の将来のため

に勉強をしているベ トナム人が多い とい うことである。 さらに,彼 らの上昇

志向が強いとい うことが見出せたので,昇 進 して もっ と高い賃金を得て豊か

にな りたいとい う意識 も垣間見ることができた。そのため,人 的資源管理 に

おいてベ トナム従業員は,企 業を発展 させ るべき要素 を保有 してい るといっ

ても過言ではないだろう。
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図表1-3-2:昇 進

昇 進 に対 して他 の 同 僚 よ り後 れ て しまった ら,努 力 して 追 い 付 こ う と思 い

ます か 。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
87

(55.1%)

85
(56.7%)

172

(55.8%)

B ほ ぼ そ う 思 う
34
(21.5%)

32
(21.3%)

66
{2]..4%}

C あま りそ う思わない
17
{10.8%)

20

(13.3%)

37
{12.0%}

D 全 くそ う思 わ ない
12

(7s%)

7
{4.7%}

19

(6.2%)

E 分 か ら な い
8
(5.1%)

6

(4.0%)

14
(4.5%)

合 計
158

(loo.o%a>

150

{100.0%)
30s

(100.0%}

(3)個 室

一 般 的 に 欧米 で は
,個 室 主義 的 なオ フ ィ ス ・レイ ア ウ トにな ってお り,日

本 で は,大 部 屋 主 義 的 オ フ ィス ・レイ ア ウ トに なってい る。 しか し,日 本 で

も あ る程 度 規模 の あ る企 業 に なれ ば,重 役 以 上 に個 室 を 与 えて い る。 ベ トナ

ム企業 について は,日 本 企 業 よ り個 室 的 で,欧 米 系 企 業 よ り大 部 屋 式 とい う

中 間的 な立場 を とってお り,管 理 職 の ス テ イ タ ス保 持 と して個 室 を重要視 し

てい るよ うで ある。

それ ゆえ,ベ トナ ム従 業 員 の競 争 意 識 が 高 くなれ ば,個 室 主 義 的 傾 向 も高

くな る と考 え られ るので,個 室 に対 して どの く らい 興 味 が あ るのか調べ ること

に した。 それで 「地位 が上がって偉 くなると,自 分 の個 室 で仕 事 が したい と思

い ますか」 とい う質 問に対す る回答 結果が図表1-3-3で あ る。

図表1-3-3の 男 女 別 と合 計 結 果 をみ て み る と,「 全 くそ う思 う」に 回答 し

た 従 業 員 は,53人(17.2%)し か な く,「 ほ ぼ そ う 思 う 」29人

(9.4%)を 含 め て も,そ う思 うと回答 した割 合 は82人(26.6%)と い う結 果

に な っ て い る。 反 対 に 「全 くそ う思 わな い」に回答 した従業員 が79人(25.6%)

お り,さ らに 「ほ ぼ そ う思 わ な い 」131人(42.5%)を 加 え る と,そ う思 わ
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ないと回答 した従業員は210人(67.1%)に 達 したのである。

したがって7割 近い従業員は,会 社での地位が上がって も自分の個室で仕

事が したい とは思っていないよ うだ。 また,男 女別の回答結果 においても,

そ う思わない と回答 した男性 は70.5%を 占めてお り,同 様 に女性の回答 も

65.8%と なっているため,男 女共個室を好まない傾向が高いよ うである。

以上の調査結果について考察 してみよう。

欧米企業で個室主義的なオフィス ・レイア ウ トになっているのは,個 人主

義にその起源がある。っま り,欧 米企業で大部屋式オフィス ・レイアウ トが

採用 され ないのは,従 業員がお互いに仕事を している姿を監視 されているよ

うな気が して,落 ち着いて仕事に集 中できないためである2)。欧米人 は,他

の従業員 と区別 したい とい うか,個 人の仕事は,個 人のペースで した方が能

率的にも上がると考えられている。

例えば,ア メ リカ人が個室を好むのは,ブ ルーカラーやホワイ トカラーの

従業員 に限らず,家 にある部屋の配置か らも理解できる。家族で共有する リ

ビング ・ルーム と夫婦 と子供のベ ッ ト・ルームは別々であるよ うに,家 族 の

中でさえ,個 人的なことについては区別 されている。それゆえ,ブ ルーカラー

の従業員が仕事場で個室を持つ ことはないが,ホ ワイ トカラーの従業員が個

室を好むのは当然で,ま して大企業の トップになれば,そ れ以上の環境 を望

んでいるように見える。実際,大 企業の トップ ・クラスになれば,ス イー ト・

ルーム と呼ばれる部屋で仕事をしてお り,も ちろん,秘 書や応接間とは別 に

した広い個室を所有 している。

反対に,日 本では一般的に大部屋式のオフィス ・レイアウ トを採用 してい

る。その理由は,長 い間,日 本人の家族が寄 り添って生活 してきた習慣 があ

るからだろう。家族が寄 り添って生活 してきた とい う意味で,そ のことを顕

著に表 した卑近な例があるのでの述べてみ よう。

この話は,家 族 をタイのバ ンコクに残 して,ベ トナムに単身赴任 した 日本

人駐在員から聞いた話である。初めて奥 さんと2人 の子供を連れてタイのバ
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ンコクに赴任 した とき,タ イでは一般的にコン ドミニアム と呼ばれている高

級マンションを会社がその駐在員 と家族のために借 りたのであった。確か,

ベ ッドルームが4っ か5っ ある大きな ところで,最 初 どのように して部屋を

使 えばよいのか分か らず,結 局,日 本で暮 らしていたよ うに1つ の部屋 に家

族全員が集 まって生活 した とのことだった。

言 うまでもなく,そ の後は子供たちに部屋を与 えたのであるが,と か く日

本人が寄 り添って生活 してきたことは事実であ り,そ の伝統が企業のなかで

も反映 されたよ うだ。大部屋において,机 を向き合わせかつ隣 り合わせに並

べる配置は一般的である。もちろん,大 企業の トップ ・クラスになれば,個

室を与えられるが,そ れでもアメ リカの トップ ・クラスとは比較 にならない

し,ま してヒラの取締役であれば個室を与え られていないところもあるよう

だ。

私見であるが,東 南アジアの中では比較的 ビジネス環境が発達 しているタ

イのバ ンコクで,日 系 自動車メーカー とビジネスをしている現地企業の副社

長を訪問 した とき,そ の個室の広 さに驚いた。応接用のソファーから副社長

のデスクまでの距離がかな りあったため驚か されたのである。

ベ トナム人は,個 人主義的傾向が強いといわれ ながら調査結果では個室主

義的傾向が低かった理由は,ベ トナム文化の特徴である家族主義的影響が強

いためであろう。一般のベ トナム人の家は,家 族 の人数に比べて狭 く,十 分

な部屋数 もないのが現実である。そのため,家 族 との連帯意識が強 くな り,

共同で生活す ることが習慣になったことが,企 業内の従業員 にも反映 したの

であろ う。 よって,ベ トナム従業員が共に働 くとい うことで連帯意識が強 く

働 いているためではないだろ うか。

ある合弁企業で働 くベ トナム人幹部か ら聞いた話であるが,そ の幹部は,

会計部長 とい う役職 に就いているが,個 室で仕事をす ることを好まない とい

うことであった。その理 由は,部 下の管理が徹底 できない ことと,仕 事上,

部下 とのコミュニケーシ ョンを取る場合,個 室であると直ぐに連絡が取れず,
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大部屋で仕事を した方が仕事の効率がいい とのことであった。確かに,大 部

屋式のオフィス ・レイアウ トにもメリッ トがあるといえるだろ う。

しか し,ベ トナム従業員の20歳 以下の年齢層では,過 半数の従業員が個室

で仕事が したい傾向が強いため,他 の年齢層 とは意識のギャップが存在 して

いるよ うだ。たぶん,こ の若い年齢層 は,テ レビやインターネ ッ トか ら最新

の情報 を敏感にキャッチ して西洋風の ビジネス ・スタイルを望んでいるのか

もしれ ない。10年 後か20年 後にはベ トナム従業員の個室 に対す る意識 も変化

す るのではないだろ うか。

図表1-3-3:個 室

地 位 が 上 が っ て偉 くな る と, 自分の個室で仕事が したい と思いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
29
(18.2%}

24

(16.1%)

53

(17.2%}

B ほ ぼ そ う 思 う
12

(7.5%)

17

{11.4%)

29

(9.4%}

C あま りそ う思わない
68
(42.8%)

63
{42.3%)

131
(42.5%}

D 全 くそ う思 わ な い
44
(27.7%}

35
(23.5%)

79
(25.6%}

E 分 か ら な い
6

(3.8%)
10
6.7%)

16
(5.2%)

合 計
159
Cloo.o%)

149
(100.0%)

308
(100.0%)

第4節 所属意識

ベ トナム人に所属意識が強 く働 く理由の1つ として,歴 史的に稲作農業に

従事 してお り,収 穫を得 るためには協力 しなければならない とい う共同体意

識か ら自然に身についたのであろ う。特に,家 族や地域社会への所属意識は

高いよ うであるが,果 た して会社への所属意識は高いのであろうか。 この節

では,会 社 ・辞職 ・団体責任について調査 し,ベ トナム従業員の所属意識に
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つ いて調 べてみ よ う。

(1)会 社

ベ トナム従業員は,会 社 に対 して所属意識が高いのか低 いのか,そ の程度

を調べ るために以下の質問を設 けた。 「所属 してい る会社に対 して,誇 り,

愛社精神,一 体感を持っていますか」とい う質問に対する回答結果が図表1-

4-1で ある。

男女別 と合計比率 を示 している図表1-4-1を みてみよ う。 「全 くそ う思

う」 に回答 した従業員が過半数以上の189人(59.4%)を 占めてお り,そ れ

に 「ほぼそ う思 う」 と回答 した69人(21.7%)の 数値 を加 えると,合 計258

人(81.1%)に 達 した。 さらに,男 女別 に比べてみると,そ う思 うと回答 し

た男性 は78.4%,女 性 は84.0%も 占めてお り,女 性の方が男性 よ り少 しだけ

所属意識が高い ようである。

以上の調査結果について考察 してみよう。

所属意識が人的資源管理 に影響を及ぼす1つ の要因であることに疑 う余地

はないであろ う。なぜな らば 日系企業に限 らず,欧 米系企業でもそこで働 く

従業員 の所属意識の高 さが企業への誇 り,愛 社精神,一 体感な どを育て,企

業発展に寄与 しているか らである。 よって,所 属意識の高い従業員 を雇用す

ることが,企 業を発展 させるために欠 くことのできない人的資源における獲

得要因の1つ に考えられるであろ う。

反対に従業員の所属意識が低 い とい うことは,企 業に対す る誇 りもな く,

愛社精神 もな く,一 体感なども持 ち合わせていないとい うことになる。 もし

従業員の所属意識が低ければ,個 人プ レーで仕事を してもチーム ・ワークで

仕事 をしても生産性の高い結果を望む ことはできないであろ う。要す るに,

所属意識の低い従業員は,外 部の人々の評価を気にす ることもなく,ま して

内部の人間である上司 ・同僚 ・部下など,他 の従業員 に対 しても責任感のあ

る態度や行動などを示す可能性が低いためである。

ベトナム従業員の仕事・価値観に対する意識調査(1)167



幸いベ トナム従業員の所属意識が81.1%と い う高い結果が出たので,そ の

結果 を如実に表 した例があるので述べてみよ う。

ある日系合弁会社において,従 業員のために忘年会を催 した とき,記 念品

として会社のロゴの入 ったウィン ドブレーカーを渡 したところ大変な反響で,

中にはお金 を払っても余分にそのウィン ドブ レーカーを買いたい とい う従業

員が多かったことである。 もちろん,そ の会社 では内勤以外の従業員,例 え

ば ドライバーな どに会社のロゴの入ったシャツをユニホームとして配ってお

り,従 業員は喜んで着ているとい うことである。その理由として経済的な負

担を除いて考 えられることは,他 の会社の従業員 と識別 したいとい うか,自

分の所属 している会社に一体感 を感 じてい るからであろ う。

実際,ベ トナムでは依然として失業率は高く,潜 在的失業率を含めるともっ

と高 くなる。そのため,企 業で働 くベ トナム従業員の数 はまだまだ少ないよ

うであるが,ベ トナム人の所属意識が高い とい うことは本調査よ り解明され

た。それゆえに,会 社 を発展 させ る原動力 としてベ トナム従業員の所属意識

の高 さが重要になるわけであるから,ベ トナム従業員の所属意識を低下 させ

ないために,そ の企業に合 った企業文化を構築できるような人的資源管理を

実施す ることが必要である。

図表1-4-i:会 社

所 属 して い る会 社 に対 して,誇 り,愛 社 精 神,一 体 感 を持 っ て い ま す か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
95

(58.6%)
94

(60.3%)
189
(59.4%)

B ほ ぼ そ う 思 う
32

(19.8%}

37

(23.7%}
69
(21.7%)

C あま りそ う思わない
23

{14.2%)

11
7.x%}

34
(10.7%)

D 全 くそ う思 わ ない
7
(4.3%}

3
{1.9%)

10

(3.1%)

E 分 か ら な い
5
(3.1%)

11
(7.1%)

16
{5.0%)
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合 計
is2

100.0%

156
100.0%)

318
100.0%

(2)辞 職

前項において,ベ トナム従業員は,会 社 に対 して所属意識が高いということ

が解明された。だからといって,日 本の従業員に見られるような会社に対する忠

誠心まで高いといえるだろうか。現実問題 として,特 にドイモイ政策後,ベ トナ

ムでは市場経済が浸透 しており,必 要 とする商品が市場に溢れている現在,金

銭感覚の発達 しているベ トナム人にとってより多 くの収入を得たいと願 うのは当

然のことである。まして他社で働 く労働条件の方が良ければ,従 業員が流動的

になりやすいのは自然ではないだろうか。

近い将来,ベ トナムにおいてもっと盛んに外国投資が行われるであろうと考え

られている環境だけに,ベ トナム従業員が辞職についてどのように考 えているの

か興味深いところである。それで,ベ トナム従業員に対 して 「他社からいい話が

あれば,現 在の会社を辞めることに全 く抵抗がないと思いますか」という質問に

ついて調べた回答結果が,図 表1-4-2で ある。

図表1-4-2の 男女別 と合計比率の回答結果をみてみると,最 も多い回答は

「あまりそう思わない」117人(38.4%)と なっており,次 に多かったのが 「全 く

そう思わない」 と回答 した75人(24.6%)で あった。従って,そ う思わないと回

答 したベ トナム従業員の割合は,全 体の63.0%を 占めたことになる。また,男 女

別の回答結果でもそう思わないと回答 した男性は63.6%を 占めており,同 様に女

性の回答結果も62.3%と なっているため,男 女間による差がほとんどなかった。

よって,6割 強のベ トナム従業員は,他 社からいい話があっても,そ う簡単には

現在働いている会社を辞めるようなことはないといえるだろう。

以上の調査結果について考察 してみよう。

ベ トナム従業員の離職率の低 さという結果からも窺えるように,第 一に挙げら

れることは,経 済的理由でベ トナム従業員がそ う簡単に会社を辞める気にならな

いということである。実際にベ トナム従業員から聞いた話であるが,月 給が高い
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からといって他の外資系企業に移った後,そ の企業が閉鎖することになってしま

い職を失った友人が困っているとのことであった。

重ねて,南 部にあるベ トナム国営会社の幹部 より聞いた話では,近 々,社 長

が退職することになっているので,そ の後継者をどのようにして選ぶかというこ

とでなかなか話がまとまらないということであった。結果的にベ トナムの首都ハ

ノイから着任する人を好まず,会 社内部の副社長が昇格 したのであった。その主

な理由は,新 社長についてほとんど知 らないとい うような人を受け入れるより,

お互いに良く知っている人を選んだ方がその会社にいる幹部や従業員にとってリ

スクが少ないということであった。

日系企業への聞き取 り調査においては,同 業者間でお互いの従業員を定着 さ

せるとい う目的で,賃 金や労働時間などの労働条件に格差が出ないように努め

ているとのことであった。 日系企業に限らず,外 資系企業やベ トナム企業でも同

業者間で従業員に対する労働 条件の格差が出ないように努力 していることがベ

トナム従業員の定着率に影響を与えているようだ。

さらに,新 聞やテレビなどのニュースで報 じられている外国企業の撤退,外 資

系企業の事業縮小,そ してベ トナム国営企業の倒産など,実 際にベ トナム人の

身近でこのようなことが起きているというのがベ トナムの現実である。そ ういうわ

けで,ベ トナム人がリスクを取ることを好まず,保 守的な行動を取っているようだ。

ベ トナム人は,長 い間,耐 乏生活に耐えてきたため忍耐強く,考 え方は現実

的である。例えば,ベ トナム人は,1割 や2割 程度の給料アップでは他の会社

に移るようなことを考えておらず,現 在働いている会社の上司 ・同僚 ・部下な

どと強い絆を持っているため,ど うしても新 しい会社の環境に対 して猜疑心が先

に出てしまうのであろう。つまり,明 確でないことに対 してリスクを取 りたがら

ない気質ゆえに,安 易に会社を移 るようなことをしないため,ベ トナム従業員の

会社に対する所属意識が高いとい う結果にっながるようだ。

但 し,31歳 から35歳 までの女性の年齢層の回答だけが45.8%と い う5割 に満

たない回答結果であったため,こ の年齢層の女性には何か別のものに所属意
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識を働かせているのかもしれない。例 えば,既 婚者は子供 とか家庭に所属意

識を強 く見出 し,ま た未婚者は結婚生活な ど自分の夢に所属意識を求めてい

るとい うことになるかもしれない。

図表1-4-2:辞 職

他社か らいい話があれば,現 在の会社を辞 めることに全 く抵抗がないと思

いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
26

{16.4°/fl)

is
(11.0%)

42
(13.8%)

B ほ ぼ そ う 思 う
16

(10.1%)

13

{8.9%}

29

(9.5%)

C あま りそ う思わない
64
(40.3%)

53

(36.3%)

117
(38.4%)

D 全 くそ う思 わ ない
37

(23.3%}

38
(26.0%)

75
{24.6%}

E 分 か ら な い
16

(10.1%)

26
{17.8%)

42

(13.8%)

合 計
159
(100.0%}

146
(100.0%)

305
{100.0%)

(3)団 体 責 任

ベ トナ ム 従 業 員 の所 属 意 識 の程度 を別 の面か ら見 るた めに,ベ トナ ム従 業

員 が 団 体 責任 につ い て どの よ うに考 えてい るのか調 べてみた。 それ で,ベ ト

ナ ム従 業 員 に 「少 人 数 の グル ープで仕事 を してい る時,ミ ス が発 生 した た め,

団 体 責任 を取 ら され る こ とに な りま した。 素直 に従 うこ とが できます か」 と

い う質 問に対す る回答結果が 図表1-4-3で あ る。

男 女 別 と合 計 を示 して い る図表1-4-3を み て み る と,「 全 くそ う思 う」

と回 答 した117人(38.4%)が 最 も多 く,次 に 多 か った 回 答 は 「ほ ぼ そ う思

う 」81人(26.6%)と な っ て い る 。 こ れ ら の 回 答 を 合 わ せ る と

198人(65.0%)の 従 業 員 が そ う思 う と回 答 した こ とに な る。 ま た,男 女 別

の 回答 結 果 か ら もそ れ ぞれ63.5%と66.4%と な っ て お り,6割 強 の 割 合 で 男

女 共 そ う思 うと回 答 してい るので あ る。
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以上の調査結果 について考察 してみ よう。

団体責任に関する回答結果 より6割 強のベ トナム従業員は,団 体責任 を素

直に受け入れ ることが分かったのであるが,そ のことについて卑近な例があ

るので挙げてみ よう。 日系の合弁旅行会社での話であるが,そ の会社で働い

ているベ トナム従業員が 日本人旅行者の泊まるホテルの手配 ミスを していた

のに気が付かず,当 日旅行者 がホテルヘチェックイン した際に分かった。結

局,確 認 ミス とい うことが明 白であるため,そ の部署の担 当者数名 が手配 ミ

スしたホテルへ支払 う1泊 分の責任 を負 うことになった。 この例のよ うに,

ミスがはっきりしている場合は,担 当者が如何に言い訳 しようとして もでき

ないため,言 うに及ばず,そ の後の仕事に ミスが無 くなった とい うことであ

る。

また,日 系の工場 を訪問 したときのことであるが,工 場の掲示板に従業員

の写真な どが張 り出 されていたので,最 初は表彰 された従業員だと思ってい

たが,話 を聞いたところ各生産ライ ンのノルマや 目標に している生産量に達

していない生産ライ ンで働いている従業員の リーダーの写真 と生産 ライ ン名

を一般従業員 に良 く見 えるよ うに掲示板に張 り出 していたのである。いくら

団体責任 といって も生産 ラインの名前やま してそのライ ンの リーダーの写真

まで張 り出されたのでは面子 とい うか立場がないように見えたのである。

もちろん,団 体責任 を与 えることでミスが減 り,ノ ルマや 目標 を達成でき

るよ うになることは人的資源管理において大切なことである。 さらに,従 業

員の協力体制が強 くなればなるほど,労 働力の効率性や生産性を高めること

が可能 とな り,そ れ以上にグル.一プで同 じ仕事を している従業員の結束が固

くなってい くようである。

但 し,女 性従業員の41歳 から50歳 までの年齢層だけは,他 の年齢層 よ

りも団体責任に関する意識が少 し低い傾向が出ている。 しか し,そ の意識の

差は問題点 として取 り扱 うほ どのことではないが,仮 に個人的に責任が及ぶ

よ うな ことになれ ば,か な りの抵抗があることをベ トナムでの人的資源管理
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を行 う際に考 えてお くべきであろ う。

その ことについて好例があるので述べてみよ う。ある日系企業を訪問 した

とき,日 本人の社長 よ りベ トナム従業員の仕事に対する責任感 についての話

を聞いた。その内容は,会 社の生産ラインが止ま りその原因を調べてみると,

製品の材料が うまく受 け渡 しされていなかったためであることが分かった。

それで,現 場従業員 にそのことを指摘す ると,「 それは,自 分の責任ではな

い」 とか 「それは,他 の部署の責任である」な どと言いわけ して,「 生産が

止 まったのは,決 して 自分の責任ではない」 と主張 した との ことであった。

日本では弁解の余地がないようなことをベ トナム従業員は一生懸命に弁明す

るとい うのであった。

この例か らも分か るように,日 系企業では職務区分が欧米系企業やベ トナ

ム企業ほど明確 に されていないとい うことに原因がありそ うだ。そのため,

言いわけしやすい状況を作 り出すのかもしれないが,ベ トナム人は,責 任 を

一人で負 うことや 自分の ミスを認めることを嫌 う傾向があるとい うことが分

かった。

その理 由として,第 一に,自 分一人で責任 を負 うことに対す る恐れがある

こと。第二に,責 任 を認 めることは自分の面子がつぶれること。第三に,ベ

トナム人 自身のプライ ドが許 さないこと,な どが挙げ られる。 よって,ベ ト

ナム従業員がそのような状態に身を置 くことを嫌 うのは当然の結果の ようで

ある。

とは言 うものの,ベ トナム従業員は,個 人的な責任 を回避 しようと懸命 に

言いわけする傾 向があるようだが,弁 明できないように職務記述書に明記す

れば弁解 の余地がな くなるであろ う。その1例 として,上 述 した合弁旅行会

社について もう1度 みてみよ う。

この会社では,従 業員のガイ ドにガイ ドの仕事について理解 させて,責 任

e囲 を明確に している。例えば,お 客を迎えに空港へ行 く時間に遅れて,お

客よ り会社や緊急連絡先に電話が入 った場合は,後 日ガイ ドに注意が与えら
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れ,そ れでも同 じ間違いを再度 したときは,そ のガイ ドを停職 させる とい う

規定になっている。また,時 間に遅れな くてもガイ ドが空港でお客を探すこ

とができず,お 客がタクシーでホテルへ行って しまった場合な ど,と にかく,

お客の支払ったタクシー代はガイ ドがお客に返す ことになっている。

さらに,ガ イ ドが勝手 にお客の 日程を変更 した りして,後 で トラブルが発

生 した場合など,注 意や停職 した後で問題 を起こした場合は,解 雇す るといっ

たように段階を経て処分 してい るとのことである。過失 を認 めざるを得ない

状態では,い くら言い訳 した くてもできないシステムに している。

とにか くベ トナム従業員は,個 人的な責任 について言い訳をしたい傾向が

強い ようである。 しか し,団 体責任に関 しては連帯意識 とい うか仲間意識が

働 くため,団 体責任 を取 ることに対 して抵抗が少なく,受 け入れる割合が高

い とい うことが解 明できた。

図 表1-4-3:団 体 責 任

少 人 数 の グル ー プ で仕 事 を してい る時,ミ ス が発 生 した た め団 体 責任 を取

ら され る ことにな りま した。 素直 に従 うことがで きます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
65
{41.7%)

52
(34.9%}

117
(38.4%}

B ほ ぼ そ う 思 う
34

{21.8%)

47

(31.5%}

81

(26.6%}

C あま りそ う思わない
19

{12.2%)
22
(14.8%)

41
(13.4%)

D 全 くそ う思 わ ない
32
{20.5%)

20
(13.4%)

52

×17.0%}

E 分 か ら な い
6
(3.8%)

8
(5.4%}

14
(4.6%)

合 計
156

(200.0%}
149
(100.0%}

345
(100.0%)

174国 際経営論 集No.282004



第5節 家族意識

ベ トナム人は,家 族 を中心に生活 しているため家族意識 とい うものが非常

に強いと言われている。その理 由として,中 国か ら伝えられた儒教がベ トナ

ム人に影響を与 えた事実が歴史的に残 ってお り,そ のためベ トナムでは,親

を大切に して年長者 を敬 うなどとい う考 え方がいまだに強 く残っているよう

だ。 もちろん,近 年ベ トナム人の価値観 も変化 しているので一概には言 えな

いが,そ れでもこのような事実がベ トナム人の性格形成の基になっていること

について異論はないであろ う。 この節では,ベ トナム人の家族意Rを 調べる

ために,会 社の継承,社 員構成,両 親などに対する孝行についてみてみよう。

(1)継 承

会社の継承についてベ トナム人が どのように考えているのかを調べるために

以下の設 問をした。 「もしあなたが 自分の会社 を所有 しているとして,あ なた

は自分の会社 を自分の子に継がせるのは当然であると思いますか」 とい う質問

に対する回答結果が図表1-5-1で ある。

男女別 と合計の結果 を示 した図表1-5-1に ついてみてみると,「 全 くそ う

思 う」 と回答 した従業員は109人(35.3%)で,「 ほぼそ う思 う」と回答 した53人

(17.2%)を 含めて,そ う思 うと回答 した従業員が162人(52.5%)と い う若干

過半数を上回った程度の結果 となっている。また男女別の回答結果でも,そ う

思 うと回答 した男性 は52.5%,女 性が52.3%と なってお り,男 女間の差はほと

んどなかったようだ。そのため,自 分の会社を子供に継がせたいとい う継承意

識は,若 干過半数を上回る程度である。

以上の調査結果について考察 してみよう。

一般的にベ トナム人は家族意識が高いと言われているが,会 社に対する継

承意識が高いとい う結果には至 らなかったようだ。それでも全体の5割 を少 し

上回った程度のベ トナム人は,自 分の子に会社を継がせたいとい う意識がある
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ようだ。 しかし,男 女 を含めた51歳 以上の年齢層では,圧 倒 的に自分の会社

を子供に継がせようとする考え方は低 くなってお りr特 に女性の年齢層では,

41歳 以上の年齢層からそのような傾 向が見 られている。反対に,41歳 から50

歳 までの男性の年齢層ではまだ子供に継がせたいという意識の方が継がせなく

てもよいとい う意識を上回っている。

いずれにしても,41歳 以上の女性 からこのような結果が出た背景には,生

活習慣の中で常に女性である母親が子供の面倒 を見ているため,子 供の適性

とい うものを男性である父親 よりもいち早く見抜いているのではないだろ うか。

とにかく年齢層が高 くなればなるほど,ベ トナム人は,会 社の継承 とい う問題

について子供ではなく,適 任者に継がせ るとい う考え方を持っているようだ。

それから,ベ トナム人の女性経営者 より会社の継承問題 についてインタビュー

することができたので簡単に述べてみよう。

その経営者 によると,子 供が会社を継承すれば問題 は生 じないのであるが,

現実的に将来のことについてはまだ分からないので,取 り敢えず2つ の解決方

法を考えているとのことであった。==は,経 営者 を雇って会社の経営をして

もらうとい うや り方である。 このようなや り方は,日 本でも昔か ら行われてき

てお り,例 えば,江 戸時代の商家に見 られたように,番 頭 とい う専門的経営

能力の高い者に店に関する経営を任せるとい う経営方法である。

第二は,会 社 を売却するとい う方法である。 この方法は,日 本ではあまり

見 られない方法であるが,ア メリカでは,親 の築いた事業を売却 して,そ れに

よって得た金銭をその子が新 しい事業の資金 として活用するといったことは実

際に行われていることである。現実問題 として,そ こまでその経営者が考えて

いることに感心 させ られた。

重ねて言 うならば,親 には親の人生があ り,子 には子の人生があって,親

が子供を強制的に継がせるよ うにできるものではないとい うことである。何処

の親でも考えることは大同小異であるが,そ の経営者を含めてベ トナム人は,

子供に会社を継いでほしいとい う度合がそれほど高くないとい うことだ。従っ
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て,そ の 点 に 関 して,ベ トナ ム人 は,順 応 性 に長 けた考 え方 を して い ることが

窺 えるのである。

図表1-5-1:継 承

も し自分 の会 社 を所 有 して い る と して,自 分 の会 社 を 自分 の子 に継 がせ る

の は当然で ある と思 いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
62

(39.2%)

47
(31.1%)

io9
{35.3%}

B ほ ぼ そ う 思 う
21
(13.3%)

32
(21.2%)

53
(17.2%)

c あま りそ う思わない
44
(27.8%)

36

(23.8%}

80
(25.9%)

D 全 くそ う思 わ ない
24

(15.2%)

24

(15.9°/a}

48

(15.5%)

E 分 か ら な い
7

(4.4%}

12
(7.9%)

19
(6.1%)

合 計
158
(loo.o%)

151
(100.0%)

309

(100.0%}

(2)社 員 構 成

「自分 の 会 社 の社 員 を家 族 や親族 で 占めるのは当然である と思いますか」 と

い う質 問を設 けて,会 社 内 にお け る家 族 意 識 を調 べ たのが図表1-5-2で あ

る。 男 女 別 と合 計 を示 した 図表1-5-2を み て み る と,最 も多 か っ た 回答 は

「全 くそ う思 わない」118人(38.1%)と な って お り,以 下,「 あ ま りそ う思 わ

な い 」109人(35.2%),「 全 くそ う思 う」39人(12.6%),「 ほぼ そ う思 う」26

人(8.4%),「 分 か らな い」18人(5.8%)と い う順 で あった。

そ れ ゆ え,こ れ ら の 回 答 結 果 か ら そ う思 わ な い と 回 答 した割 合 は,

73.3%と い うこ とにな り,反 対 にそ う思 うと回 答 した割 合 が21.0%に なっ た。

また,男 女 別 の 回 答 か らもほ とん ど同様 な結果 になってい るため,7割 強 の

ベ トナ ム 従 業 員 は,自 分 の 会 社 の社 員 を家 族 や 親 族 で 占めることに対 して賛

成 しないよ うで ある。

以上 の調 査結果 について考察 してみ よう。
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ベ トナム人は,自 分の会社の社員 を家族や親族で 占めるとい うことに対 し

て同意 しない とい う意pが 強い ようである。 よって,ベ トナムでの会社経営

において家族経営 とい うものが,現 今の情勢には適応 しないことをベ トナム

人は察知 しているのではないだろうか。進取の気質に富むベ トナム人は,大

競争時代の流れに適応 させ るために,も はや家族 と会社 は切 り離 して考えて

いるようである。

日系企業で働 く,ベ トナム人の会社幹部 より興味深い コメン トを得ること

ができたので述べてみよう。 この会社幹部によると,会 社設立当時において,

どうしても会社にとって必要な部署に人材 がいないため,そ の幹部の親戚関

係 に当たる人や家族や親族に頼 まれた人を採用 したことがあったそ うだ。そ

の当時の理由として,そ のような人を会社に採用 した方が会社にとってメリッ

トになるとい うか,会 社の利益に貢献するだろうと思ったそ うである。 しかし,

実際にはそのようにならず,思 惑が外れたのでその原因を述べてみよう。

第一に,特 に兄弟の場合 は,会 社内で とにか く扱いにくい とい うことであ

る。その上,採 用 されたことについても有難 く思わず,当 然であるとい う態

度になるそ うだ。第二に,社 内の規律違反 を犯 した場合は,解 雇することが

難 しいとい うことである。つま り,解 雇 したくても家族や親族 などか ら色々

な横槍が入ってできなくなるそ うだ。第三に,解 雇 した後 は恨む とい うので

ある。ベ トナム人にとって他人に恨まれるのは問題ないようであるが,兄 弟

や親戚に恨まれるのは我慢できない とのことである。

そ うい うわけで,兄 弟や親戚関係の人は採用 しないとい うことであった。

もちろん,知 人な どに頼まれた場合でも採用 しないとい うことであった。簡

潔に言 えば,社 内において他人の方が命令 しやすい とい うことになるのであ

ろう。 また,特 に兄弟姉妹の場合,そ の性格 をよく知っているので採用すれ

ば,後 で問題が起 こることが予測できるのかもしれない。 とにかく,こ の会

社幹部 は,た とえ兄弟や親戚から冷たいと言われてもそのような人 を採用 し

ない とい うことであった。
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従業員の採用 とい うことを考えれば,こ のような苦い経験 をすることは,

大切 なことかもしれない。ベ トナム人は,自 分の会社 において重要な部署を

家族や親族で占めることについては同意 しない割合が高い ようであるが,自

分の働いている会社に親戚などを勧誘する傾 向が高いか らである。笑い話 と

していわれ ることは,日 本人の人事担 当者が最初何 も分か らないので部下の

ベ トナム人 と相談 して新 しい従業員を採用 したら,後 でその部下の兄弟であっ

た とい う話や気が付 けばその会社に兄弟のみならず,そ の親戚の者が多 く入

社 して働いていたとい う話である。

要するに,こ のようなことをするのは,ベ トナムでは失業率が高 く職がない

ため,自 然 と家族や親戚を助 けるためにす るのであろ う。 しか し,大 抵のベ

トナム人は,自 分の会社を家族や親族で 占めようとは考 えていないとい うこ

とである。従って,ベ トナム人が したたかな性格 を有 しているのが垣間見 ら

れたようである。

図表1-5-2:社 員構成

自分の会社の社員を家族や親族で占めるのは当然であると思いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
21

(13.2%)

18
{11.9%)

39
(12.6%}

B ほ ぼ そ う 思 う
12

(7.5%)

14

{9.3%)

26

(8.4%)

c あま りそ う思わない
53
(33.3%)

56
{37.1%)

109
(35.2%}

D 全 くそ う思 わ な い
66
(41.5%)

52
(34.4%)

118
(38.1%)

E 分 か ら な い
7
{4.4%)

11
(7.3%}

18

(5.8%)

合 計
159
(100.0%}

151
tioo.o%)

310
(100.0%)

(3)孝 行

ベ トナム人の家族意識の中で最 も大切なこととして考えられている孝行に

関する意識 を調べたのが図表1-5-3で ある。最初に,男 女別 と合計の回答
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結果 を表 している図表1-5-3を みてみ よう。 「育てて くれた両親や世話 に

なった兄や姉のために,将 来の面倒 を見ると思いますか」 とい う質問に対 し

て1番 多かった回答結果は 「全 くそ う思 う」256人(83.1%)と なってお り,

次 に多かった回答が 「ほぼそ う思 う」36人(11.7%)で あったため,そ う思

うと回答 した割合は94.8%に 達 した。 さらにベ トナム人の孝行意識 は,す べ

ての年齢層において非常に高い結果であった。

以上の調査結果について考察 してみよう。

一般的にベ トナム人は
,育 てて くれた両親,ま たは親代わ りとして世話に

なった兄や姉のために,将 来の面倒 を見 るとい う非常に高い孝行意識を持っ

ているとい うことが分かった。従って,孝 行 を尽 くすことがベ トナム人にとっ

て義務であり,そ うす ることによって家族の強い結束が構築 されてい くので

はないだろうか。

実際に,ベ トナム従業員が親のために稼いだ給料か ら仕送 りす るとか,ま

たは給料のほとん どを手渡 しているとかの話はよく耳にする。 さらに,父 親

が亡 くなったため,父 親代わ りとして弟妹の学費や生活費などを含めてその

他諸々のことまで面倒 を見ている人も多いのが現実である。特に女性の従業

員は,取 り敢えず稼いだ給料を一且母親 に預けるとい う形を取って,必 要に

応 じて母親からもらっている者 もいるのである。 このよ うな例は,威 厳のな

い親 に威厳を子が与えてい るようなものである。

このよ うな社会状況 と相まって,ベ トナムで大好評だったのが,1997年 に

テ レビ放送 されたNHKの ドラマである 「お しん」 とい う番組 であった。主人

公である 「お しん」のあのひたむきな態度がベ トナム人の行動 とダブって描

かれたよ うにベ トナム人の 目に映ったのであろ う。ベ トナム人は,あ の 「お

しん」 とい う日本の番組 をテ レビで見ることを楽 しみに していたし,そ の番

組を見 ることによってベ トナム人は共鳴 していたのではないだろ うか。

この番組の放送後,「 お しん」 とい う親孝行の娘がベ トナム人の間で非常

に親 しまれたことについて以下のエ ピソー ドがある。ベ トナム人の家庭には
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お手伝い(女 中)を 雇 っているところもあ り,お 手伝い さんのことを 「お し

ん」 と呼んでい るのである。っま り,う ちの 「お しん」は良く働いていると

か,う ちの 「お しん」は大 して働かない とか,と ベ トナム人の間で話 してい

るそ うだ。

この ようにして,「 お しん」 とい う言葉 は,お 手伝い とい う意味でベ トナ

ムでは使われ,ベ トナム語化 したようである。現在でもベ トナム人の孝行意

識が高いのは,伝 統的価値 をその中に求めているか らであろ う。 この伝統的

価値が形成 された背景には,ベ トナム人の儒教精神が根付いていたためであ

り,ベ トナム人の家族意識の中で保持 されてきたか らであろ う。 そのため,

ベ トナム人の家族意識は,一 段 と家族の絆を強めるために働いているよ うだ。

最後に,ベ トナム人の孝行意識が非常に高い とい うことは分かったのであ

るが,ベ トナムの友人 より得難い意見 とい うか,現 実味を帯びた意見があっ

たので紹介 してみよ う。確かに,ベ トナム人の友人もベ トナム人の孝行意識

が高いことについては同意す るのであるが,「 言 うこととや ることは別 であ

る」 とい う指摘 をしたのである。要す るに,ベ トナムとい う社会環境ではベ

トナム人がそのよ うに答 えるのは習慣 となっているためで,実 際にやってい

るかどうかは別 なことのようだ。

日本では,特 に体裁を整 えるために本来な ら 「はい」 と答 えなければな ら

ないところを 「いいえ」 と答え,ま たその逆もよくあることである。ベ トナ

ムでは 日本ほどではないに しろ多少はあるようである。ベ トナム人の友人は,

自分の兄弟 の例 を含めながら,「 たぶん20%ぐ らいのベ トナ ム人は実際には

やっていないのでないか」 と指摘 した。 もちろん,親 な どの面倒を見た くて

も経済的にできないよ うな人 もいるわけで,そ の場合はその分,兄 弟の方へ

負担がかかるのかもしれない。

ともかく,意 外 と指摘 された数字が低かったので問題 にするほどのことで

もない ようだが,多 少 このよ うな指摘があった方が現実的であ り,ベ トナム

人を過大評価 しないためにも考慮す るべき点である。 とは言 うものの,ベ ト
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ナム人の孝行意Gが 高いことには変わ りがない ようである。ベ トナム人 は,

外国人からよく指摘 されるように,勤 勉で忍耐強い国民であるといわれるが,

逆 に勤勉で忍耐強い国民性 を有 しているか らこそ,孝 行意識が高い といえる

ようだ。

図表1-5-3:孝 行

育てて くれた両親や世話 になった兄や姉のために,将 来の面倒 を見 ると思

いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
128
(slo%)

128
(85.3%)

256

×83.1%)

B ほ ぼ そ う 思 う
22
{13.9%)

14
(9.3%}

36
(11.7%}

C あま りそ う思わない
3
(1.9%)

3

{2.0%)

6

{1.9%)

D 全 くそ う思 わ ない
3

(1.9%}
2
{1.3%)

5
1.s%)

E 分 か ら な い
2

(1.3%)
3
(2.0%)

5
(1.6%)

合 計
X58
0.00.0%)

150
(100.0%)

30s
X100.0%)

第6節 生活意識

近年,ベ トナムは貧 しさから脱却 してお り,ベ トナム人の生活は豊かになっ

てきているようだ。そのため,ベ トナム人の生活意識に多大な影響を与えて

いると思われる意識 を3つ 選んでみた。それ らの意識はs将 来のために金銭

を蓄える貯蓄意識,収 入を増やすための残業意識,そ して将来への生活向上

意識 である。 この節では,粘 り強 さに長 けたベ トナム人の実生活 を通 して,

これ らの意識が高いのか低いのかその程度 を調べてみよ う。
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(1)貯 蓄

北部ベ トナム人は,南 北統一以前か ら長い耐乏生活 を経験 してお り,中 部

ベ トナム人 も歴史的に貧 しい地域で生活 してお り,南 部ベ トナム人 も南北統

一後
,耐 乏生活を余儀 なくされた。近年,ベ トナム人の生活は徐々に改善 さ

れているが,そ れでも世界における最貧国の1つ として挙げられている。そ

れ ゆえ,ベ トナム人の貯蓄意識を調べるために 「現在の生活水準を多少犠牲

に しても,将 来のために多 く貯蓄をしたいと思いますか」 とい う質問をして,

その回答結果が図表1-6-1で ある。

男女別 と合計を示 した図表1-6-1に ついてみてみると,「 全 くそ う思 う」

と回答 した従業員は181人(56.9%)と なってお り,既 に過半数を占めた。

次に多かった回答である 「ほぼそ う思 う」66人(20.8%)を 含む と,全 体の

77.7%が そ う思 うと回答 したことになる。 また,男 性のみの回答結果か らそ

う思 うと回答 した割合が76.5%,女 性のみの回答では78.9%と なっている。

これ らの結果よ りベ トナム人は,貯 蓄に対する意識が高い といえるであろ う。

以上の調査について考察 してみ よう。

経済活動 とい う立場でベ トナム人をみてみ ると,ベ トナム人の貯蓄率が低

いことが指摘 され るであろ う。だか らといって,ベ トナム人の貯蓄意識が低

い とい うことにはな らないことを本調査からの回答結果で判明できたのでは

ないだろ うか。但 し貯蓄率が低いことについては社会的不安が存在 していた

ので,ま ずそのことから簡潔に述べてみ よう。

端的に言 うな らば,つ い最近までベ トナム人は銀行 を信用 していなかった

とい うことである。その主な理 由を挙げてみ ると,南 北統一後,ベ トナム政

府 は銀行の預金封鎖政策を実施 したため,銀 行 に預金 していたベ トナム人が

預金を自由に引き出せない状態に陥ったことである。そ して,ベ トナムの国

家銀行は財政赤字 を紙幣発行 で資金 を調達 したため,1980年 代半ばから91年

頃まではインフレを引き起こ し,特 に86年 か ら89年 までは高インフレとなっ

た。 さらに,80年 代後半か ら高利息を謳い文句 にして設立 された金融機 関が
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80年 代の終わ りに相次いで倒産 したため,預 金 していた数多くのベ トナム人

が損害を被 った とい うことである。

その後,銀 行などの金融機 関の信用 も回復 したため,現 在,大 抵のベ トナ

ム人は銀行 に預金 しているのが普通になっている。 しか し,現 在でも預金す

るほど十分な収入を得ているベ トナム人が少ないため,民 間の貯蓄率が低い

とい うことがあるかもしれないが,他 方ではベ トナムにはタンス預金 と呼ば

れてい る資金が眠っていることもよく指摘 されている。 よって,そ の ことか

らもベ トナム人の貯蓄意識が高いことが窺えるのである。

本調査結果か ら女性 の方が男性 よ り貯蓄意識が若干高かったよ うである。

そ うい うわけでい うのではないが,ベ トナムには 「タイ ・ホム ・チア ・コア」

とい う諺がある。直訳すれ ば 「トランクの鍵 の保持者」 となるが,日 本的に

訳す と 「家の金庫番」 とい うことになるのではないだろうか。ベ トナム人は,

昔か ら衣類などを収納するために木でできた トランクを使用 してお り,そ の

中に現金や貴金属なども入れて保管す る習慣がある。そ して,こ の諺の意味

す るところは,家 庭において トランクの鍵 を所持 している者がお金に関す る

すべてのことを決める権限を持っているとい うことで,そ れが妻である女性

とい うことになっている。

そのことを象徴 しているのが,町 のレス トランなどで よく見かける光景で

ある。っま り,ベ トナム人の家族が食事を終 えた後,お 金を支払っているの

がいっも女性だ とい うことである。女性の言い分 としては,「 男性が余分な

お金を持つ と遊んでろくなことがない」 とい うことであった。それい うわけ

で,ベ トナムの女性の方が男性 より貯蓄意識が高いのか もしれない。

参考までに,結 婚前のカップルでもまた単なる友達同士でもレス トランな

どで男性が支払 うことが今でもベ トナムでは習慣 となってお り,割 り勘 とい

う考え方はない。昔 と違って今のベ トナムでは,夫 婦共働 きが普通である。

妻の稼いだお金はもちろん妻のもの,夫 の稼いだお金 も妻のもの,決 してそ

のお金は夫へ戻 らないようになっている。 よって,ま すますベ トナムの女性
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は 「家の金庫番」 として強 くなってい くようである。

さらに,家 庭で強 くなった妻を如実に表 した冗談があるので紹介 してみ よ

う。携帯電話が鳴った とき,男 性の友達に誰か ら連絡があったのか と尋ねる

と 「私のボスから」 と答えることである。 また,ベ トナムの男性は,知 り合

いや友達に 自分の妻 を紹介す る時,「 私のボスです」 とユ ーモアたっぷ りに

言 うのである。 それか ら言い過 ぎるかも しれないが,ベ トナム人の中には

「家には虎がいる」 とい う男性 もい るくらいで,妻 を恐れている恐妻家が多

いのも事実である。 しか し,こ のような冗談がベ トナムではまか り通るのも

ベ トナム人が明朗だか らであろ う。

なお,男 女別の年齢層の結果か ら15歳 から30歳 までの年齢層における男性

の方が女性 より貯蓄意識が低い結果 になったのは,上 述 したよ うに男女間で

割 り勘の意識がないため,特 に独身男性にとって負担は大き く,ま たそれ以

外にも消費 しやすい環境にいるので貯蓄意識が下がるのは当然のようである。

そ して,31歳 か ら50歳 までの年齢層では男性の方が女性 より貯蓄意識が高 く

なるのは,家 族のために働いているとい う責任 を男性が自覚 しているか らで

はないだろ うか。それか ら,51歳 以上の年齢層になると男性の貯蓄意識が下

がるのは,た ぶん上述 したように 「男性が余分なお金を持っ と遊んでろくな

ことがない」 とい う指摘が当たっているのかもしれない。

とにか く,歴 史的に長い戦争経験を して,耐 乏生活まで したベ トナム人に

とって,貯 蓄に対す る意識が高い ことについて異論がないであろ う。聡明で

忍耐強いベ トナム人は,日 本における戦後の経済発展,さ らに東アジア,中

国,東 南アジアなどの経済成長を熟知 してお り,ベ トナムも近い将来,経 済

発展 して生活が豊かになると確信 しているのだろ う。それゆえ,ベ トナム人

の貯蓄意識が高い とい うことは,ベ トナム人の生活 を向上 させる原動力にな

り,ベ トナム人を勤勉 に働かせているようである。
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図表1-6-1:貯 蓄

現在の生活水準を多少犠牲に して も,将 来のために多 く貯蓄をしたい と思

いますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
94
(58.0%)

87
{55.5%)

181
{56.9%)

B ほ ぼ そ う 思 う
30
(18.5%)

36

(23.1%)
66
CZO.s%)

C あま りそ う思わない
27
(16.7%)

19
(12.2%)

46
(14.5%)

D 全 くそ う思 わ ない
9

(5.6%}
10
(6.4%)

19

C60%)

E 分 か ら な い
2
{1.2%}

4
(2.6%}

6
(1.9%)

合 計
162
(100.0%}

156
(100.0%)

318
(100.0%)

(2)残 業

ベ トナ ム で は,労 働 法 に よ って 残 業 に 関す る手 当が明確 に規定 され てい る

ので,人 的 資源 管 理 に お け る従 業 員 の人件費 と関連 して考慮 しな けれ ばな ら

ない事柄 であ る。 そのため,従 業員 を効 率 的 かつ 生産 的 に管 理す るた めには,

ベ トナ ム従 業 員 の残 業 意 識 に つ いて調べ てみ る必要が ある。 また,従 業 員 に

して み れ ば,残 業 す る こ とに よっ て 余 分 な収 入 を得 るチ ャ ンスにな るので は

ないだ ろ うか。 それ ゆえ,従 業員 が 残 業 に対 して ど う考 え てい るのか を調べ

た結果 が図表1-6-2で あ る。

「もっ と収 入 を得 る た め に喜 んで残業 を したいです か」 とい う質 問 に対す

る回答 を男女別 と合計 の結果 を表 してい る図表1-6-2に つ い て み て み よ う。

「全 くそ う思 う」 と回答 した従業員は189人(61.6%)の 過 半 数 を 占め てお り,

「ほ ぼ そ う思 う」 と回 答 した60人(19.5%)を 合 わせ る と,249人(81.1%)が

そ う思 うと回答 した こ とに な る。 よって,ベ トナ ム従 業 員 の残 業 意 識 は 高い

よ うであ る。また男性 のみ の回答結果 では,そ う思 うと回 答 した割 合 が84.8%,

同様 に女 性 の み の回 答 で も77.2%と な っ て い るた め,女 性 は男 性 と比 べ て残

業 意 識 が 少 し低 い よ うだ。
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以上の調査結果について考察 してみ よう。

全体的には,8割 強のベ トナム従業員は残業を好むとい う結果になってお

り,男 性従業員 と比較 して女性従業員の方が若干残業を嫌がる傾 向があるよ

うだ。その理 由を探 してみ ると,未 婚者であれ既婚者であれy伝 統的にベ ト

ナムの女性が家族 の面倒をみている。例えば,未 婚者であれ ば弟妹の世話 を

しなければな らず,既 婚者であれば,母 親 として子供や家事 など家庭内の雑

務もこな さなければな らない。そのため,女 性 は男性 と比べて残業に関 して

少 し消極的であるよ うに見えるが,そ れでも77.2%と い う回答結果は残業 を

好む割合が高い と言えるであろ う。

また,女 性の年齢別の回答結果において,年 齢層が上がるに連れて残業意

識が下がる傾 向になるのは,若 い世代の女性ほどもっ と豊かな生活を したい

と願 っているため残業を好み,年 齢層が上がれば上がるほど残業す ることに

ついて時間的に余裕がなくなるためではないだろうか。

さらに,ベ トナム従業員が残業 を好む傾 向があるとい うことを聞き取 り調

査か ら裏付け られたので述べてみよ う。タン トゥアン輸出加工区で操業 して

いる100%出 資の 日系企業の副社長 より 「うちの従業員は100%残 業を好む」

とい う回答であった。その理 由は,製 品を納期 に間に合わせ るため,2週 間

も3週 間も残業が続 くので臨時の従業員を会社 に入れるか どうかを従業員側

と話を した。会議後,従 業員一同,残 業 したい とい うことになり,臨 時従業

員を雇わなかった とい うことであった。

但 し私見ではあるが,10年 前ではこのような結果にはな らなかったのでは

ないだろうか。その当時,ほ とんどのベ トナム従業員は,仕 事が終わればさっ

さと退社 していた。その理 由は,夜 間大学や語学学校などに通 うためである

とか,退 社後,副 業があるためとか,様 々である。 とにか くベ トナム従業員

は時間を無駄に過 ごさず,特 にプライベー トの時間を大切 に活用 している。

これ らの理由は,現 在でもあま り変化 してお らず,逆 に多様化 しているので

後で述べることにす る。
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ベ トナムでは,1992年 頃か ら本格的に外国企業の投資が始ま り90年 代半ば

過ぎまではその ピー クであった。つま り,97年 にタイで起 こった東南アジァ

の通貨危機 を経験す るまでは,ベ トナム人に とっても意識革命が起きる前の

過渡期であったのではないだろ うか。要す るに,ベ トナム人が残業嫌いであ

ると結論付けた調査結果があるので触れてみ よう。

その調査 とは,日 本貿易振興会(ジ ェ トロ)の ハノイ駐在員事務所が95年

3月 に首都ハ ノイ とホーチミン市で実施 したアンケー ト調査である。 この回

答結果からハ ノイの男性は夜9時 過 ぎまでの残業を好まない割合が58%も あ

ることが判明 し,同 様 にホーチ ミンの男性 は45%で あった と報告 している。

この調査では,残 業時間を夜の9時 過 ぎと限定 していたので一概 には言えな

いが,残 業を好まないベ トナム従業員の割合が高かったことは事実のようで

ある。また,ハ ノイ とホーチ ミンの女性の回答結果 も残業を好まない割合が

それぞれの男性 の回答結果 よ り高 く,特 にハノイの女性は,ホ ーチ ミンの女

性 より残業を好まない傾向が高いよ うであった3)。

確かに,当 時のベ トナム従業員は,残 業を嫌 う傾 向が強かったことは次の

例か らも窺 うことができるであろ う。ある日系の駐在事務所の ドライバーは,

いつ もその事務所の所長の帰宅が遅いため,声 には出さないが浮かぬ顔を し

ていたのである。要す るにs毎 日残業代が付 くといって も,毎 晩,夕 食を終

えた所長を自宅まで送ればそれだけでも遅 くなるのであるが,た びたび接待

や付き合いなどがあるため,仕 事が終わるのがかな り遅 くなったからである。

通常,ド ライバーの仕事は,仕 事柄遅 くまで仕事 をす るよ うになっている

が,当 時のベ トナム人 ドライバーには,仕 事に適応できるよ うになるまで大

変だったのではないだろ うか。その点タイの ドライバーは,逆 に早 く帰宅 し

たくない とい うことなので参考までに述べてみ よう。

タイでは,外 資系企業や現地企業の歴史が長いため,社 長や会社幹部の ド

ライバー とい う仕事の内容 もよく理解 されてお り,問 題がない とい うことで

ある。要す るに,上 述 したような ドライバーは,残 業代やチ ップが収入 とし
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て稼 ぐことができるので,ド ライバー自身も期待 しているか らである。97年

にタイで通貨危機が起きた後,接 待や付き合いなどが激減 したため,ド ライ

バーの収入が減って大変であるとい うことを聞いた。

近年,ベ トナムへの海外投資が再び増加 しているようであるが,ま だまだ

経済状態は厳 しいため,ベ トナム人の残業意識 も変化 したと言えるであろ う。

つま り,退 社後,早 く家に帰ってもお金になるわけで もな く,そ れなら残業

して通常の賃金 の150%ア ップにな る残業手 当をもらった方がいい と考える

のが,現 実的なベ トナム人ではないだろ うか。

現在,ベ トナム従業員の退社後の過 ごし方が多様化 してきてい るのでそれ

についてみてみよ う。特に,若 い世代の従業員は,キ ャ リア ・ア ップのため

に夜間大学や語学学校に通ってお り,ま た,資 格 を取って別の仕事を探す と

きに役立てたい と考えているよ うだ。 しか し,す べての若い従業員がそ う考

えて行動 しているわけでもな く,勉 強に精 を出 しているのは一部の人々であ

る。大抵の若い人は,退 社後,友 達 と食事に行 くことや遊びに行 くことな ど,

時間を楽 しく過 ごす ことを考えているのが普通である。

また,健 康管理 とい うことで,ス ポーツセンターに通って運動 している中

高年の人が増加 してお り,特 に,テ ニスやスイ ミングな どに人気があるとの

ことである。少 し前な ら中高年の人がそのよ うな ところに行 くとは考えられ

なかったことであるが,生 活の質 とい う意味で状況は変化 してい るよ うだ。

このよ うに,退 社後のベ トナム人の行動が多様化すれ ばするほ ど,経 費 もか

さむのであるか ら,本 調査結果が示す通 り,全 体的にはベ トナム従業員が残

業 をしたい と思 う割合が高 くなるのは当然のようである。従って,ベ トナム

人は,経 済状態の厳 しい現実を見詰 めなが らもっ と豊かな生活をするために

残業を必要 と考 えているため,残 業を好む働 き者 であるといえるであろ う。

図表1-6-2-(a》:残 業

も っ と収 入 を得 るた め に喜 ん で残 業 を したいです か。
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男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
101

{63.9%)
88
(59.1%)

189

×61.6%)

B ほ ぼ そ う 思 う`
33
(20.9%)

27
(18.1%)

60
{19.5%)

C あまりそ う思わない
is
{10.1%)

24
(16.1%}

40
{13.0%)

D 全 くそ う思 わ ない
S

(5.1%)

9

6.0%}
17

(5.5%)

E 分 か ら な い
0

{o.o%)
1
Co.7%)

1
(0.3%}

合 計
158
(100.0%)

149

(100.0%)

307
(99.9%)

(3)生 活 向 上

ベ トナ ム の歴 史 は ,中 国 の侵 略 戦 争 か ら始 ま りベ トナ ム戦争 まで戦乱 の歴

史で あった と言 って も過言 ではないだ ろ う。 そ してT祖 国統 一 後 もベ トナ ム

人 は,貧 困生 活 に苦 しみ 耐 え抜 い て 生 きて きたた め,そ の歴 史 的経 験 が ベ ト

ナ ム人 を辛 抱 強い人 間に育 てた よ うで ある。 そのた め,ベ トナ ム人 は,絶 え

ず 幸 福 な生 活 を送 る こ とを考 えなが ら懸命 に働 いてい るよ うだ。 そ うい うわ

けで,ベ トナ ム 人 の 生 活 向上 意 識 の 程度 を調べ たのが図表1-6-3で あ る。

「自分 の将 来 は,今 以 上 に生 活 や 地位 が もっ と良 くな る と確信 してい ます

か」 とい う設 問に対す る回答 を男女別 と合計 の結果 を表 した図表1-6-3に

つ い て み て み よ う。 「全 くそ う思 う」 と 「ほぼそ う思 う」 に回答 したベ トナ

ム従 業員 は,そ れ ぞ れ193人(62.7%)と51人(16.6%)と な っ てい る た め,

合 計 す る とそ う思 う と回 答 した 従業員 は244人(79.3%)に 達 した 。 反 対 に

「全 くそ う思 わ な い」 と 「あま りそ う思 わ ない」 に回答 した従業員 は,そ れ

ぞ れ4人(1.3%)と29人(9.4%)で,計33人(10.7%)し か な か っ た 。 こ

の結 果 よ り8割 弱 のベ トナ ム人 は,前 向 き に考 え てお り,生 活 向上 意 識 が 高

い と言 え るで あ ろ う。

次に,そ う思 うと回 答 した男 性 は135人(84.9%),そ の 回答 に対 して 女 性

は109人(73.1%)と い う結 果 に な っ て い る の で,男 性 の方 が 女 性 よ り生 活

向上 意 識 が高 い よ うだ。 だ が,そ う思 わ な い と回答 した 男 性 の 割合 は8.2%
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で,女 性の13.5%よ り低 い結果 となっているので,も しか した ら男性 は女性

より将来を楽観的に考えているのかもしれない とい うことになる。

以上の調査結果について考察 してみよ う。

近年,ベ トナ ムの経済発展 と共にベ トナム人の生活 も向上 してい るので,

ベ トナム人の生活向上意識の結果が高 くても問題はないであろ う。実際に,

幸せな暮 らしを営む人々が増加 していることは事実である。 このよ うな事実

を裏付けるのは,勤 勉で上昇志向の強いベ トナム人が毎 日仕事 に励 んでいる

か らである。

確かに,ベ トナムの女性は働 き者であると言っても言い過 ぎではないだろ

う。実際,ベ トナムのオフィスで働いている従業員のほとんどが女性であ り,

また工場の従業員 も女性が多い と言 えるのではないだろ うか。例 えば,工 場

での精密部品の組み立て作業や縫製業な ど業種によってはほとんど女性の従

業員で占められている。

また卑近な例では,ベ トナムの市場で商いを しているのは,今 でもほとん

ど女性である。反対に男性 と言 えば,よ く道端 に置かれた小 さな椅子に座っ

てコーヒーを飲んでいる姿をよく見かける。そ うい うことが重なって,ど う

して もベ トナムの女性 の方がよく働 いているよ うに見えるのである。

そのことは,ベ トナムの友人か ら聞いた冗談か らも窺 うことができるので

紹介 してみよう。ベ トナムの女性 は,ベ トナムの男性のことを 「たくさんタ

バ コを吸い,た くさんお酒を飲み,少 しだけ働 く」 とな じるのである。また,

ベ トナムの男性 も負けずに 「ベ トナムの女性 は,た くさん嫉妬 し,た くさん

文句 を言い,少 ししか愛さない」 と言い返すのである。 この冗談は,事 実に

基づいているのでベ トナムの女性 の方が現実的な意識 を持 っているようだ。

上述 したよ うに,ベ トナムの男性の方が女性 より生活 向上意識が高かった

とい う結果については,た ぶん将来の生活に対 して男性の方が楽観視 してい

るお り,女 性は常に現実的に物事を凝視 しているのではないだろうか。

特に,31歳 か ら35歳 までの年齢層 の女性は,現 実的 とい うより悲観 的
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な回答結果であった。つま り,設 問に対 してそ う思わないと回答 した割合の

方がそ う思 うと回答 した割合 よ り本の少 しだけ上回ったか らである。そ して

「分からない」 と回答 した割合 も他の年齢層よ りも高かった とい う結果であっ

た。それで,こ の年齢層だけが非常に悲観的に回答 しているので,ベ トナム

戦争後,貧 困生活の影響を最 も受けた年齢層ではないだろ うか。

ベ トナムの習慣で,貧 困者の家族で さえ,真 っ先に被害を受けるのが女性

や女子である。例 えば,現 在でも食べ物 から学校教育まで男子の方が女子よ

り優遇 されてい るといっても過言にはな らないであろ う。 とにかく,一 般的

にベ トナム人は,自 分の将来において今以上に生活や地位が向上す ると信 じ

ている人が圧倒的に多い とい うことである。

図表1-6-3:生 活 向上

自分 の 将 来 は,今 以 上 に生 活 や 地位 が も っ と良 くなる と確信 していますか。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う
XO7
(67.3%)

86
(57.7%)

193
(62.7%}

B ほ ぼ そ う 思 う
28
(17.6%)

23
(15.4%)

51
(16.6%)

C あま りそ う思わない
IO
(6.3%)

19
(12.8%)

29
(9.4%)

D 全 くそ う思 わな い
3
(1.9%)

1
0.7%}

4
(1.3%)

E 分 か ら な い
11
(6.9%)

20

(13.4%)
31
(10.1%}

合 計
159
(100.0%}

149
(100.0%)

308
(100.1%)

(注)

1)呼 称 に 関 し て は 、Ellis,Claire(1995),"CultureShock!Vietnam",Singapore.

(増 永 豪 男 訳 「ヴ ェ トナ ム 」 河 出 書 房 新 社,1998年,150-151ペ ー ジ 。)と

富 田 健 次(1999)「 ベ トナ ム 語 基 本 単 語2000」 語 研,30-33ペ ー ジ を 参 照 。

2)山 田 雄 一(1982)「 企 業 の な か で ど う生 き る か 」 講 談 社,60ペ ー ジ 。 な

お 、 ア メ リカ 人 と イ ギ リス 人 の 違 い に つ い て 、 ア メ リカ 人,は オ フ ィ ス ・
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ア ワーの時間帯は部屋 の ドア を開けていない とイ ライ ラ して落 ち着 いて仕

事が できない とい うことであ る。 逆 にイ ギ リス人 は,ド ア が 開 い て い る と

休 み 時 間 の よ うに感 じて落 ち着 いて仕 事が で きない とい う両者 の指摘 は興

味深 い。65ペ ー ジ参 照 。

3)高 渕 泰 郎 ・池 部 亮 「等 身 大 の ベ トナ ム」 江橋 正彦編(1998)「21世 紀 の

ベ トナ ムー 離 陸 へ の 条件 」 日本貿易振 興会(ジ ェ トロ),267-268ペ ー ジ。
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